
広報カメラマン撮影

現在の町の様子をお届けしているカメラスケッチ。今しか見ることの
できない自然や景色があります。

⑤窓の明かりで 「ガンバロウ！」
 （4/18　大磯プリンスホテル　高田さん撮影）

⑥ 感染防止のためには、人との接触機会を減らすことが何より大切
です。「STAY　HOME」 （5/18　運動公園　消防署撮影）

③東の池の菖蒲満開
 （5/10　生沢　伊福さん撮影）

④初夏の彩り＜町の花　ハマヒルガオ＞
 　（5/2　北浜海岸　木原さん撮影）

①大根花に蝶
 （4/30　寺坂　杉﨑さん撮影）

②遊水池の新緑
 （5/17　運動公園　上田さん撮影）
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₂0₂0
№ 736６
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感
染
症
の
拡
大
防
止
と

町
民
の
健
康
維
持

（
１
）
施
設
等
に
お
け
る
感
染
防
止

対
策

　
学
校
を
は
じ
め
社
会
福
祉
施
設
等

の
運
営
を
維
持
す
る
た
め
、
感
染
防

止
対
策
と
し
て
マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
液
等
を
配
布
し
ま
す
。

※�

小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、

認
定
こ
ど
も
園
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
、
高
齢
者
施
設
、
障
が
い
者

施
設
等
の
ほ
か
、
公
共
施
設
や
避

難
所
等
へ
の
衛
生
物
品
を
配
備
し

ま
す
。

（
２
）
母
子
保
健
事
業
に
お
け
る
感

染
防
止

　
各
種
乳
幼
児
健
診
時
の
感
染
防
止

対
策
と
し
て
、
集
団
健
診
か
ら
個
別

健
診
へ
の
一
部
転
換
を
行
う
と
と
も

に
、
産
後
ケ
ア
や
訪
問
指
導
時
の
感

染
防
止
を
図
り
ま
す
。

（
３
）
高
齢
者
の
介
護
予
防
支
援

　
自
宅
で
過
ご
す
高
齢
者
の
方
々
へ
、

家
庭
で
で
き
る
フ
レ
イ
ル
予
防
等
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
・
配
布
し
、

継
続
し
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

（
４
）
町
民
の
衛
生
活
動
支
援

　
除
菌
効
果
の
高
い
次
亜
塩
素
酸
水

を
希
望
す
る
町
民
に
配
布
す
る
た
め
、

次
亜
塩
素
酸
水
生
成
器
を
購
入
し
ま

す
。

（
５
）
多
様
な
手
段
に
よ
る
情
報
発

信
　
感
染
症
に
関
す
る
情
報
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
防
災
行
政
無
線
、
防
災
・

行
政
ナ
ビ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
）、
広
報
掲
示
板
等
を
活
用
し
町

民
へ
の
迅
速
な
発
信
を
行
い
ま
す
。

町
民
の

安
定
的
な
生
活
の
確
保

（
１
）
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
給
付
金

　
特
別
給
付
金
と
し
て
、
ひ
と
り
親

世
帯
の
う
ち
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

を
対
象
に
、
一
律
３
０
，
０
０
０
円

を
給
付
し
ま
す
。

（
２
）
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
保
育

料
支
援

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
保
育
料
の

一
部
を
支
援
し
ま
す
。

（
３
）
保
育
園
の
給
食
費
補
助

　
公
立
・
私
立
の
認
可
保
育
園
及
び

認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
部
分
）
の
３

歳
児
以
上
の
園
児
を
対
象
に
、
給
食

費
を
日
割
り
に
よ
り
還
付
す
る
た
め

一
人
当
た
り
一
か
月
４
，
５
０
０
円

を
上
限
に
施
設
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

（
４
）
保
育
料
の
支
援

　
公
立
・
私
立
の
認
可
保
育
園
及
び

認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
部
分
）、
町

が
認
可
し
て
い
る
地
域
型
保
育
事
業

所
の
０
～
２
歳
児
の
園
児
を
対
象
に

保
育
料
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

（
５
）
子
ど
も
の
学
習
支
援

　
児
童
・
生
徒
に
教
材
や
課
題
等
を

郵
送
し
休
校
中
の
学
習
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

（
６
）
小
学
校
の
給
食
費
補
助

　
小
学
校
に
通
う
児
童
の
給
食
費
を

補
助
し
ま
す
。

（
７
）
就
学
援
助
対
象
世
帯
（
準
要

保
護
）
の
昼
食
費
用
支
援

　
休
校
期
間
中
は
給
食
が
実
施
さ
れ

な
い
た
め
、
各
家
庭
で
の
昼
食
費
の

負
担
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
給

食
費
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。

　
　

（
８
）
高
齢
者
等
の
見
守
り
支
援

　
日
常
の
地
域
福
祉
活
動
を
継
続
し

て
、
高
齢
者
の
見
守
り
を
支
援
し
ま

す
。町

内
事
業
者
の

　
　経
済
活
動
の
維
持

（
１
）
融
資
制
度
を
利
用
す
る
事
業

者
等
へ
の
支
援
拡
充

　
中
小
企
業
金
融
対
策
資
金
融
資
制

度
等
を
利
用
し
た
事
業
者
の
、
融
資

に
対
す
る
支
払
利
子
の
全
額
補
助

（
5
年
間
）
及
び
、
県
信
用
保
証
協

会
に
支
払
う
信
用
保
証
料
を
、
全
額

補
助
（
限
度
額
50
万
円
）
に
拡
充
し

ま
す
。

　

（
２
）
事
業
所
賃
借
料
相
当
額
の
補

助
　
売
上
が
著
し
く
減
少
し
た
小
規
模

事
業
者
等
を
対
象
に
、
一
定
期
間
、

事
業
所
賃
借
料
相
当
額
を
補
助
し
ま

す
。（
上
限
額
10
万
円
／
月
×
３
か

月
）

　（３
）
中
小
企
業
者
等
の
経
営
支
援

　
町
内
の
中
小
企
業
者
等
が
抱
え
る

課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
町
が
大
磯

町
商
工
会
、
中
南
信
用
金
庫
、
横
浜

銀
行
と
締
結
し
た
４
者
連
携
協
定
の

枠
組
み
を
活
用
し
、
経
営
相
談
や
支

援
を
行
い
ま
す
。

　
町
内
事
業
者
の
支
援
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
対
策
の
主
な
取
組
み

　
感
染
症
対
策
に
伴
い
、
地
域
に
お
け
る
経
済
活
動
な
ど
の
自
粛
が
要
請

さ
れ
、
町
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が
及
ん
で
お
り
、
そ
の
対
策
が
急
務
で

あ
る
こ
と
か
ら
、「
感
染
症
の
拡
大
防
止
と
町
民
の
健
康
維
持
」、「
町
民

の
安
定
的
な
生
活
の
確
保
」、「
町
内
事
業
者
の
経
済
活
動
の
維
持
」
を
柱

と
す
る
緊
急
対
策
を
取
り
ま
と
め
推
進
し
ま
す
。

緊
急
対
策
の
財
源

　
主
に
財
政
調
整
基
金
を
取
り

崩
し
対
応
す
る
ほ
か
、
町
長
・

副
町
長
・
教
育
長
の
給
与
を
削

減
し
財
源
に
充
て
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
策
の
一
つ
と
し
て
、
除
菌
効

果
が
期
待
で
き
る「
次
亜
塩
素
酸
水
」

を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
　
平
日
の
10
時
～
15
時

▼�

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
２
階

入
口

▼
対
象
　
町
在
住
の
方

▼
配
布
量
　
１
回
１
人
５
０
０
mℓ

▼�

持
ち
物
　
容
器
（
洗
浄
し
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
）

▼�

そ
の
他
　
お
並
び
い
た
だ
く
際
は
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保

ち
、
マ
ス
ク
等
を
着
用
す
る
な
ど
、

３
密
に
な
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼�

保
存
方
法
　
効
果
を
維
持
す
る
た

め
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
な
ど
で
遮
光

し
、
１
か
月
程
度
で
使
い
き
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼�

使
用
例
　
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
除
菌
、

手
指
の
除
菌
。（
汚
れ
て
い
る
と

効
果
が
な
く
な
る
の
で
、
汚
れ
を

落
と
し
て
か
ら
ご
使
用
く
だ
さ

い
）

※�

次
亜
塩
素
酸
水
は
必
要
に
応
じ
て

生
成
し
て
お
り
、
在
庫
は
あ
り
ま

す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
　

　
☎
内
線
３
１
０

▼
給
付
日

　
令
和
２
年
６
月
中
旬
を
予
定

▼
給
付
方
法

　�

児
童
手
当
登
録
銀
行
口
座
に
振
込

み
▼
申
請
手
続
き

・�

大
磯
町
か
ら
児
童
手
当
の
支
給
を

受
け
て
い
る
（
受
け
て
い
た
）
方

は
、
原
則
申
請
は
不
要
で
す
。
対

象
者
に
は
令
和
２
年
５
月
中
に
ご

案
内
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、

受
給
を
辞
退
さ
れ
る
方
の
み
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

大
磯
町
に
お
住
ま
い
の
公
務
員
の

方
は
、
所
属
庁
を
通
じ
て
案
内
が

あ
り
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課
　
臨
時
特
別
給
付

金
担
当
　
☎
内
線
３
６
１

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯
の

生
活
を
支
援
す
る
取
組
み
の
一
つ
と

し
て
、
児
童
手
当
を
受
給
す
る
世
帯

に
対
し
て
、
臨
時
特
別
給
付
金
（
一

時
金
）
を
支
給
し
ま
す
。

▼
給
付
対
象
者

　�

令
和
２
年
４
月
分
（
３
月
分
を
含

む
）
の
児
童
手
当
の
受
給
者

※�

特
例
給
付
（
所
得
制
限
限
度
額
以

上
）
の
方
は
対
象
外
で
す
。

▼
給
付
対
象
児
童

　�

平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
２

年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児

童
（
令
和
２
年
３
月
ま
で
中
学
生

だ
っ
た
生
徒
を
含
む
）

▼
給
付
額

　
対
象
児
童
１
人
当
た
り
１
万
円

　�

②
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
申
請
　
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

方
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
給
付
方
法

　�
原
則
と
し
て
、
申
請
者（
世
帯
主
）

の
本
人
名
義
の
銀
行
口
座
へ
振
り

込
み
ま
す
。

▼
申
請
受
付
期
限

　
令
和
２
年
８
月
17
日（
月
）

　
消
印
有
効

▼
給
付
日

　�

町
に
申
請
書
が
届
い
て
か
ら
２
週

間
程
度

※�

申
請
の
状
況
に
よ
り
前
後
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
そ
の
他

　�

お
手
元
に
申
請
書
類
が
届
い
て
い

な
い
方
は
、
基
準
日（
令
和
２
年

４
月
27
日
）に
、
大
磯
町
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
手
元
に
申

請
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

基
準
日
以
前
に
お
住
ま
い
の
市
区

町
村
に
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、

町
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
政
策
課
　
特
別
定
額
給
付
金
担
当

　
☎
内
線
３
４
７

「特殊詐欺」や「個人情報の
詐取」にご注意ください！

　町や国などが特別定額給付
金や臨時特別給付金の給付の
ために、現金自動預払機（Ａ
ＴＭ）の操作をお願いしたり、
手数料の振込みを求めること
は、絶対にありません。
☆�ご自宅や職場などへの町や
国の職員をかたった電話や
郵便などが届いた場合は、
迷わずに大磯警察署または
警察相談専用電話にご連絡
ください。
●大磯警察署

　☎（72）０１１０
●警察相談専用電話

　☎＃９１１０

　
国
に
お
け
る「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
」の
一

つ
と
し
て
、
感
染
拡
大
に
留
意
し
つ

つ
、
簡
素
な
仕
組
み
で
迅
速
か
つ
的

確
に
家
計
へ
の
支
援
を
行
う
た
め
、

「
特
別
定
額
給
付
金
」給
付
事
業
が�

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
５
月
中
旬
か
ら
順
次
各

ご
家
庭
に
給
付
を
受
け
る
た
め
の
申

請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　
給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、

町
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
手
元
に
届
い
た
関

係
書
類
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
給
付
対
象
者

　�

基
準
日（
令
和
２
年
４
月
27
日
）

に
お
い
て
大
磯
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方

▼
給
付
金
額

　
給
付
対
象
者
１
人
当
た
り
10
万
円

▼
申
請
手
続
き

　�

①
郵
送
に
よ
る
申
請
　
町
か
ら
世

帯
主
の
方
あ
て
に
郵
送
さ
れ
た
申

請
書
に
振
込
先
口
座
を
記
入
の
う

え
、
振
込
先
口
座
の
確
認
書
類
と

本
人
確
認
書
類
の
写
し
と
と
も
に
、

返
信
用
封
筒
で
町
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

『
特
別
定
額
給
付
金（
10
万
円
）』

受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
!!

令
和
２
年
度
子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金

次
亜
塩
素
酸
水
を

配
布
し
て
い
ま
す
！
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感
染
症
の
拡
大
防
止
と

町
民
の
健
康
維
持

（
１
）
施
設
等
に
お
け
る
感
染
防
止

対
策

　
学
校
を
は
じ
め
社
会
福
祉
施
設
等

の
運
営
を
維
持
す
る
た
め
、
感
染
防

止
対
策
と
し
て
マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
液
等
を
配
布
し
ま
す
。

※�

小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、

認
定
こ
ど
も
園
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
、
高
齢
者
施
設
、
障
が
い
者

施
設
等
の
ほ
か
、
公
共
施
設
や
避

難
所
等
へ
の
衛
生
物
品
を
配
備
し

ま
す
。

（
２
）
母
子
保
健
事
業
に
お
け
る
感

染
防
止

　
各
種
乳
幼
児
健
診
時
の
感
染
防
止

対
策
と
し
て
、
集
団
健
診
か
ら
個
別

健
診
へ
の
一
部
転
換
を
行
う
と
と
も

に
、
産
後
ケ
ア
や
訪
問
指
導
時
の
感

染
防
止
を
図
り
ま
す
。

（
３
）
高
齢
者
の
介
護
予
防
支
援

　
自
宅
で
過
ご
す
高
齢
者
の
方
々
へ
、

家
庭
で
で
き
る
フ
レ
イ
ル
予
防
等
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
・
配
布
し
、

継
続
し
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

（
４
）
町
民
の
衛
生
活
動
支
援

　
除
菌
効
果
の
高
い
次
亜
塩
素
酸
水

を
希
望
す
る
町
民
に
配
布
す
る
た
め
、

次
亜
塩
素
酸
水
生
成
器
を
購
入
し
ま

す
。

（
５
）
多
様
な
手
段
に
よ
る
情
報
発

信
　
感
染
症
に
関
す
る
情
報
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
防
災
行
政
無
線
、
防
災
・

行
政
ナ
ビ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
）、
広
報
掲
示
板
等
を
活
用
し
町

民
へ
の
迅
速
な
発
信
を
行
い
ま
す
。

町
民
の

安
定
的
な
生
活
の
確
保

（
１
）
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
給
付
金

　
特
別
給
付
金
と
し
て
、
ひ
と
り
親

世
帯
の
う
ち
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

を
対
象
に
、
一
律
３
０
，
０
０
０
円

を
給
付
し
ま
す
。

（
２
）
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
保
育

料
支
援

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
保
育
料
の

一
部
を
支
援
し
ま
す
。

（
３
）
保
育
園
の
給
食
費
補
助

　
公
立
・
私
立
の
認
可
保
育
園
及
び

認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
部
分
）
の
３

歳
児
以
上
の
園
児
を
対
象
に
、
給
食

費
を
日
割
り
に
よ
り
還
付
す
る
た
め

一
人
当
た
り
一
か
月
４
，
５
０
０
円

を
上
限
に
施
設
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

（
４
）
保
育
料
の
支
援

　
公
立
・
私
立
の
認
可
保
育
園
及
び

認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
部
分
）、
町

が
認
可
し
て
い
る
地
域
型
保
育
事
業

所
の
０
～
２
歳
児
の
園
児
を
対
象
に

保
育
料
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

（
５
）
子
ど
も
の
学
習
支
援

　
児
童
・
生
徒
に
教
材
や
課
題
等
を

郵
送
し
休
校
中
の
学
習
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

（
６
）
小
学
校
の
給
食
費
補
助

　
小
学
校
に
通
う
児
童
の
給
食
費
を

補
助
し
ま
す
。

（
７
）
就
学
援
助
対
象
世
帯
（
準
要

保
護
）
の
昼
食
費
用
支
援

　
休
校
期
間
中
は
給
食
が
実
施
さ
れ

な
い
た
め
、
各
家
庭
で
の
昼
食
費
の

負
担
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
給

食
費
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。

　
　

（
８
）
高
齢
者
等
の
見
守
り
支
援

　
日
常
の
地
域
福
祉
活
動
を
継
続
し

て
、
高
齢
者
の
見
守
り
を
支
援
し
ま

す
。町

内
事
業
者
の

　
　経
済
活
動
の
維
持

（
１
）
融
資
制
度
を
利
用
す
る
事
業

者
等
へ
の
支
援
拡
充

　
中
小
企
業
金
融
対
策
資
金
融
資
制

度
等
を
利
用
し
た
事
業
者
の
、
融
資

に
対
す
る
支
払
利
子
の
全
額
補
助

（
5
年
間
）
及
び
、
県
信
用
保
証
協

会
に
支
払
う
信
用
保
証
料
を
、
全
額

補
助
（
限
度
額
50
万
円
）
に
拡
充
し

ま
す
。

　

（
２
）
事
業
所
賃
借
料
相
当
額
の
補

助
　
売
上
が
著
し
く
減
少
し
た
小
規
模

事
業
者
等
を
対
象
に
、
一
定
期
間
、

事
業
所
賃
借
料
相
当
額
を
補
助
し
ま

す
。（
上
限
額
10
万
円
／
月
×
３
か

月
）

　（３
）
中
小
企
業
者
等
の
経
営
支
援

　
町
内
の
中
小
企
業
者
等
が
抱
え
る

課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
町
が
大
磯

町
商
工
会
、
中
南
信
用
金
庫
、
横
浜

銀
行
と
締
結
し
た
４
者
連
携
協
定
の

枠
組
み
を
活
用
し
、
経
営
相
談
や
支

援
を
行
い
ま
す
。

　
町
内
事
業
者
の
支
援
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
対
策
の
主
な
取
組
み

　
感
染
症
対
策
に
伴
い
、
地
域
に
お
け
る
経
済
活
動
な
ど
の
自
粛
が
要
請

さ
れ
、
町
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が
及
ん
で
お
り
、
そ
の
対
策
が
急
務
で

あ
る
こ
と
か
ら
、「
感
染
症
の
拡
大
防
止
と
町
民
の
健
康
維
持
」、「
町
民

の
安
定
的
な
生
活
の
確
保
」、「
町
内
事
業
者
の
経
済
活
動
の
維
持
」
を
柱

と
す
る
緊
急
対
策
を
取
り
ま
と
め
推
進
し
ま
す
。

緊
急
対
策
の
財
源

　
主
に
財
政
調
整
基
金
を
取
り

崩
し
対
応
す
る
ほ
か
、
町
長
・

副
町
長
・
教
育
長
の
給
与
を
削

減
し
財
源
に
充
て
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
策
の
一
つ
と
し
て
、
除
菌
効

果
が
期
待
で
き
る「
次
亜
塩
素
酸
水
」

を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
　
平
日
の
10
時
～
15
時

▼�

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
２
階

入
口

▼
対
象
　
町
在
住
の
方

▼
配
布
量
　
１
回
１
人
５
０
０
mℓ

▼�

持
ち
物
　
容
器
（
洗
浄
し
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
）

▼�

そ
の
他
　
お
並
び
い
た
だ
く
際
は
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保

ち
、
マ
ス
ク
等
を
着
用
す
る
な
ど
、

３
密
に
な
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼�

保
存
方
法
　
効
果
を
維
持
す
る
た

め
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
な
ど
で
遮
光

し
、
１
か
月
程
度
で
使
い
き
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼�

使
用
例
　
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
除
菌
、

手
指
の
除
菌
。（
汚
れ
て
い
る
と

効
果
が
な
く
な
る
の
で
、
汚
れ
を

落
と
し
て
か
ら
ご
使
用
く
だ
さ

い
）

※�

次
亜
塩
素
酸
水
は
必
要
に
応
じ
て

生
成
し
て
お
り
、
在
庫
は
あ
り
ま

す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
　

　
☎
内
線
３
１
０

▼
給
付
日

　
令
和
２
年
６
月
中
旬
を
予
定

▼
給
付
方
法

　�

児
童
手
当
登
録
銀
行
口
座
に
振
込

み
▼
申
請
手
続
き

・�

大
磯
町
か
ら
児
童
手
当
の
支
給
を

受
け
て
い
る
（
受
け
て
い
た
）
方

は
、
原
則
申
請
は
不
要
で
す
。
対

象
者
に
は
令
和
２
年
５
月
中
に
ご

案
内
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、

受
給
を
辞
退
さ
れ
る
方
の
み
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

大
磯
町
に
お
住
ま
い
の
公
務
員
の

方
は
、
所
属
庁
を
通
じ
て
案
内
が

あ
り
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課
　
臨
時
特
別
給
付

金
担
当
　
☎
内
線
３
６
１

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯
の

生
活
を
支
援
す
る
取
組
み
の
一
つ
と

し
て
、
児
童
手
当
を
受
給
す
る
世
帯

に
対
し
て
、
臨
時
特
別
給
付
金
（
一

時
金
）
を
支
給
し
ま
す
。

▼
給
付
対
象
者

　�

令
和
２
年
４
月
分
（
３
月
分
を
含

む
）
の
児
童
手
当
の
受
給
者

※�

特
例
給
付
（
所
得
制
限
限
度
額
以

上
）
の
方
は
対
象
外
で
す
。

▼
給
付
対
象
児
童

　�

平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
２

年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児

童
（
令
和
２
年
３
月
ま
で
中
学
生

だ
っ
た
生
徒
を
含
む
）

▼
給
付
額

　
対
象
児
童
１
人
当
た
り
１
万
円

　�

②
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
申
請
　
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

方
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
給
付
方
法

　�

原
則
と
し
て
、
申
請
者（
世
帯
主
）

の
本
人
名
義
の
銀
行
口
座
へ
振
り

込
み
ま
す
。

▼
申
請
受
付
期
限

　
令
和
２
年
８
月
17
日（
月
）

　
消
印
有
効

▼
給
付
日

　�

町
に
申
請
書
が
届
い
て
か
ら
２
週

間
程
度

※�

申
請
の
状
況
に
よ
り
前
後
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
そ
の
他

　�

お
手
元
に
申
請
書
類
が
届
い
て
い

な
い
方
は
、
基
準
日（
令
和
２
年

４
月
27
日
）に
、
大
磯
町
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
手
元
に
申

請
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

基
準
日
以
前
に
お
住
ま
い
の
市
区

町
村
に
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、

町
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
政
策
課
　
特
別
定
額
給
付
金
担
当

　
☎
内
線
３
４
７

「特殊詐欺」や「個人情報の
詐取」にご注意ください！

　町や国などが特別定額給付
金や臨時特別給付金の給付の
ために、現金自動預払機（Ａ
ＴＭ）の操作をお願いしたり、
手数料の振込みを求めること
は、絶対にありません。
☆�ご自宅や職場などへの町や
国の職員をかたった電話や
郵便などが届いた場合は、
迷わずに大磯警察署または
警察相談専用電話にご連絡
ください。

●大磯警察署
　☎（72）０１１０

●警察相談専用電話
　☎＃９１１０

　
国
に
お
け
る「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
」の
一

つ
と
し
て
、
感
染
拡
大
に
留
意
し
つ

つ
、
簡
素
な
仕
組
み
で
迅
速
か
つ
的

確
に
家
計
へ
の
支
援
を
行
う
た
め
、

「
特
別
定
額
給
付
金
」給
付
事
業
が�

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
５
月
中
旬
か
ら
順
次
各

ご
家
庭
に
給
付
を
受
け
る
た
め
の
申

請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　
給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、

町
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
手
元
に
届
い
た
関

係
書
類
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
給
付
対
象
者

　�

基
準
日（
令
和
２
年
４
月
27
日
）

に
お
い
て
大
磯
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方

▼
給
付
金
額

　
給
付
対
象
者
１
人
当
た
り
10
万
円

▼
申
請
手
続
き

　�

①
郵
送
に
よ
る
申
請
　
町
か
ら
世

帯
主
の
方
あ
て
に
郵
送
さ
れ
た
申

請
書
に
振
込
先
口
座
を
記
入
の
う

え
、
振
込
先
口
座
の
確
認
書
類
と

本
人
確
認
書
類
の
写
し
と
と
も
に
、

返
信
用
封
筒
で
町
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

『
特
別
定
額
給
付
金（
10
万
円
）』

受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
!!

令
和
２
年
度
子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金

次
亜
塩
素
酸
水
を

配
布
し
て
い
ま
す
！
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中
郡
医
師
会
か
ら
、
１
，
０
０
０
枚
、

中
郡
医
師
会
竹
末
会
長
か
ら
５
０
０

枚
の
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た

　
社
会
福
祉
施
設
に
配
布
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　
☎
内
線
３
４
５

町
内
事
業
者
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
支
援
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た

　
町
立
の
教
育
施
設
に
通
う
子
ど
も

達
に
対
す
る
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
非
接
触
型
体
温
計
の
購
入
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
学
校
教
育
課
　
☎
内
線
３
２
８

Ａ
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
株
式
会
社
（
中
村
比
呂

人
代
表
取
締
役
社
長
）
か
ら
、
次
亜

塩
素
酸
水
約
３
，
８
０
０
ℓ
の
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
４
月
22
日
（
水
）
か
ら
配
布
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　
☎
内
線
３
４
５

株
式
会
社
ヒ
ノ
ヤ
（
柏
木
勝
太
郎
代

表
取
締
役
社
長
）か
ら
、マ
ス
ク
１
，

５
０
０
枚
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

　
消
防
職
員
及
び
消
防
団
員
の
感
染

防
止
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
消
防
総
務
課

　
☎（
61
）０
９
１
１

町
融
資
制
度
に
対
す
る
利
子
補
助

　
中
小
企
業
金
融
対
策
資
金
融
資
制

度
等
を
利
用
し
た
事
業
者
の
融
資
に

生
じ
る
支
払
利
子
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
額

支
払
利
子
の
全
額
（
５
年
間
）

信
用
保
証
料
の
補
助

　
町
及
び
県
の
融
資
制
度
を
利
用
し

た
際
に
発
生
す
る
信
用
保
証
料
を
補

助
し
ま
す
。

▼�

補
助
額
　
県
保
証
協
会
に
支
払
う

信
用
保
証
料
の
全
額
（
上
限
50
万

円
）

▼
利
子
補
給
及
び
信
用
保
証
料
補
助

の
対
象
者

・�

町
内
に
事
業
所
を
有
し
、
原
則
と

し
て
１
年
以
上
同
一
事
業
所
を
継

続
し
て
営
ん
で
い
る
。

・�

令
和
２
年
３
月
以
降
に
セ
ー
フ
テ�

ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
号
認
定
ま
た
は

危
機
関
連
保
証
認
定
を
受
け
て
い

る
。

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
。

・�

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
２
条
に

該
当
す
る
。

　
各
種
支
援
制
度
に
は
対
象
と
な
る

要
件
が
あ
り
ま
す
。
様
式
及
び
要
件

等
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
産
業
観
光
課

　
☎（
61
）５
７
１
９
　

　
経
済
活
動
の
維
持
を
目
的
と
し
て
、

売
上
げ
が
著
し
く
減
少
し
た
事
業
者

を
対
象
に
次
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

事
業
所
賃
借
料
相
当
額
の
補
助

　
賃
借
料
相
当
額
の
３
か
月
分
を
補

助
し
ま
す
。

▼�

補
助
額
　
１
か
月
あ
た
り
の
賃
借

料
相
当
額
（
上
限
10
万
円
）
×
３

か
月
（
上
限
30
万
円
）

▼
対
象
者

・�

町
内
で
事
業
を
営
ん
で
お
り
、
事

業
所
（
建
物
）
を
賃
借
し
て
い
る
。

・�

令
和
２
年
３
月
、
４
月
ま
た
は
５

月
の
い
ず
れ
か
の
売
上
げ
が
、
前

年
同
月
と
比
較
し
て
20
％
以
上
減

少
し
て
い
る
。

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
。

・�

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
２
条
に

該
当
す
る
。

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

・
申
請
様
式
　
・
請
求
書

・�

町
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
書
類

・�

令
和
２
年
３
月
、
４
月
ま
た
は
５

月
の
売
上
げ
が
確
認
で
き
る
書
類

・�

事
業
所
賃
借
料
が
確
認
で
き
る
契

約
書
の
写
し

・
直
近
の
確
定
申
告
書
の
写
し

※�

そ
の
他
、
資
料
等
の
追
加
提
出
を

依
頼
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

町
内
の
事
業
者
を
支
援
し
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

「新型コロナウイルス感染症対策応援寄附金」募集
　町では、新型コロナウイルスの感染症対策に活用す
るため、寄附金を募集しています。いただいた寄附金
は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受けてい
る方々に対する支援等に広く活用させていただきます。
　皆さんの温かいご支援を心よりお待ちしています。
◆募集期間　10月30日（金）まで
◆寄附方法　ふるさと納税のポータルサイト「ふるさ
とチョイス」（以下のURL）からお申込みいただけます。
【町内在住】
　https://www.furusato-tax.jp/city/donation/14341
【町外在住】
　https://www.furusato-tax.jp/city/product/14341/0
※�インターネットでの申込み以外の方法を希望される
場合は、「ふるさと応援寄附金寄附申出書」に必要
事項を記入いただき、電子メール、郵送またはファッ
クスにより財政課あて送付ください。確認後、納付
書を送付します。詳細は、町ホームページの「ふる
さと納税サイト」をご覧ください。
※�本寄附金は、ふるさと納税制度を活用し、「新型コ
ロナウイルス感染症対策」のための寄附として募集
しています。そのため、町外の方には特産品を選ん
でいただくことが可能ですが、町内に住民票がある
方には特産品の提供はありませんので、ご了承くだ
さい。
※�本寄附金は、ふるさと納税制度による税控除を受け
ることが可能です。

問財政課　☎内線216
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４
月
29
日
付
け
で
令
和
２
年
春
の
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
か
ら
は
５
名
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
永
年
の
功
績
に
敬
意
を
表

し
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
お
一
人
の
方
は
、
本
人
の

ご
希
望
に
よ
り
掲
載
を
控
え
て
お
り
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▼
春
の
叙
勲

瑞
宝
中
綬
章
（
外
交
功
労
）

瑞
宝
単
光
章
（
鉄
道
業
務
功
労
）

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

瑞
宝
単
光
章
（
児
童
福
祉
功
労
）

城所　卓雄
元　特任全権大使（モンゴル国駐箚）

元　総領事（在サンクトペテルブルク総領事）
（西小磯）

佐竹　明雄
元　国鉄東京南鉄道管理局浜松町駅長

（大　磯）

福島　睦惠
元　公立中学校長
（西小磯）

渡邉　澄江
元　小田原乳児園園長補佐

（大　磯）

春
の
叙
勲
を
５
名
が
受
章

問
政
策
課
　
☎
内
線
２
１
３

春
の
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
な
ど
の
た
ん

ぱ
く
質
食
品
）、
副
菜
（
野
菜
、
海

藻
な
ど
）
を
そ
ろ
え
る
と
、
い
ろ
い

ろ
な
食
材
か
ら
栄
養
素
が
摂
れ
、
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
な
り
ま
す
。

　
お
や
つ
が
ほ
し
い
な
と
い
う
と
き

は
、
乳
製
品
や
ナ
ッ
ツ
類
、
果
物
な

ど
を
選
ぶ
と
不
足
し
が
ち
な
カ
ル
シ

ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
類
な
ど
が
補
え
ま

す
。

　
食
事
は
毎
日
の
こ
と
な
の
で
、
常

に
バ
ラ
ン
ス
良
く
と
は
い
か
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
今
日
は
何
を
食
べ
た

か
な
と
一
日
の
食
事
を
振
り
返
る
こ

と
で
、
翌
日
以
降
の
食
事
で
調
整
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
６
月
は
食
育
月
間
で
す
。
こ
の
機

会
に
ご
家
族
で
も
毎
日
の
食
事
に
つ

い
て
「
今
日
は
何
を
食
べ
た
か
な
」

と
話
題
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
　
小
宮
山

　
☎
内
線
３
１
９

６
月
は
食
育
月
間
で
す

　「
私
は
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
」

　
ご
自
身
の
食
生
活
に
つ
い
て
聞
か

れ
た
と
き
、
自
信
を
も
っ
て
そ
う
答

え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
例
え
ば
子
育
て
や
介
護
、
仕
事
な

ど
、
日
々
忙
し
く
生
活
し
て
い
る
方

の
中
に
は
、
家
族
の
食
事
に
は
と
て

も
気
を
付
け
て
い
る
け
れ
ど
、
自
分

自
身
の
食
事
は
適
当
に
な
っ
て
い
る

か
も
…
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
自
分
自
身
が
健
康
で
い
る
こ
と
が

家
族
の
健
康
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

一
歩
立
ち
止
ま
っ
て
、
自
分
自
身
の

健
康
、
食
事
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
生
活
習
慣
病
は
、
日
々
の
食
生
活

の
積
み
重
ね
が
大
き
く
関
係
し
て
い

ま
す
。
今
は
若
い
し
、
食
事
に
気
を

付
け
る
の
は
も
っ
と
年
齢
を
重
ね
て

か
ら
で
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
る
方
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

「
今
」
の
食
生
活
の
乱
れ
が
将
来
の

生
活
習
慣
病
の
引
き
金
に
な
り
ま
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
た
め
に
は
、

ま
ず
は
欠
食
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
で
き
れ
ば
毎
食
、
主
食�

（
ご
飯
、
め
ん
、
パ
ン
な
ど
）、
主
菜

こ
ん
に
ち
は

　栄
養
士
で
す

　
町
で
は
、
空
き
家
対
策
と
し
て
、

令
和
２
年
３
月
末
に
新
た
に
３
団
体

と
協
定
を
締
結
し
、
全
７
団
体
と
空

き
家
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
専
門
家
団
体
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
た
利
活
用
の
提
案
や
利
活
用

者
・
所
有
者
の
意
向
に
応
じ
た
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▼�

新
た
に
協
定
を
締
結
し
た
専
門
家

団
体

①
大
磯
建
設
協
会

②�

神
奈
川
県
建
築
士
事
務
所
協
会
平

塚
支
部

③
神
奈
川
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
各
団
体
の
連
絡
先
等
に
つ
い
て
は
、

担
当
課
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課
　
☎
内
線
２
４
２

空
き
家
対
策
と
し
て
新
た
に
３
団
体

と
協
定
を
締
結
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中
郡
医
師
会
か
ら
、
１
，
０
０
０
枚
、

中
郡
医
師
会
竹
末
会
長
か
ら
５
０
０

枚
の
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た

　
社
会
福
祉
施
設
に
配
布
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　
☎
内
線
３
４
５

町
内
事
業
者
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
支
援
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た

　
町
立
の
教
育
施
設
に
通
う
子
ど
も

達
に
対
す
る
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
非
接
触
型
体
温
計
の
購
入
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
学
校
教
育
課
　
☎
内
線
３
２
８

Ａ
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
株
式
会
社
（
中
村
比
呂

人
代
表
取
締
役
社
長
）
か
ら
、
次
亜

塩
素
酸
水
約
３
，
８
０
０
ℓ
の
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
４
月
22
日
（
水
）
か
ら
配
布
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　
☎
内
線
３
４
５

株
式
会
社
ヒ
ノ
ヤ
（
柏
木
勝
太
郎
代

表
取
締
役
社
長
）か
ら
、マ
ス
ク
１
，

５
０
０
枚
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

　
消
防
職
員
及
び
消
防
団
員
の
感
染

防
止
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
消
防
総
務
課

　
☎（
61
）０
９
１
１

町
融
資
制
度
に
対
す
る
利
子
補
助

　
中
小
企
業
金
融
対
策
資
金
融
資
制

度
等
を
利
用
し
た
事
業
者
の
融
資
に

生
じ
る
支
払
利
子
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
額

支
払
利
子
の
全
額
（
５
年
間
）

信
用
保
証
料
の
補
助

　
町
及
び
県
の
融
資
制
度
を
利
用
し

た
際
に
発
生
す
る
信
用
保
証
料
を
補

助
し
ま
す
。

▼�

補
助
額
　
県
保
証
協
会
に
支
払
う

信
用
保
証
料
の
全
額
（
上
限
50
万

円
）

▼
利
子
補
給
及
び
信
用
保
証
料
補
助

の
対
象
者

・�

町
内
に
事
業
所
を
有
し
、
原
則
と

し
て
１
年
以
上
同
一
事
業
所
を
継

続
し
て
営
ん
で
い
る
。

・�

令
和
２
年
３
月
以
降
に
セ
ー
フ
テ�

ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
号
認
定
ま
た
は

危
機
関
連
保
証
認
定
を
受
け
て
い

る
。

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
。

・�

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
２
条
に

該
当
す
る
。

　
各
種
支
援
制
度
に
は
対
象
と
な
る

要
件
が
あ
り
ま
す
。
様
式
及
び
要
件

等
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
産
業
観
光
課

　
☎（
61
）５
７
１
９
　

　
経
済
活
動
の
維
持
を
目
的
と
し
て
、

売
上
げ
が
著
し
く
減
少
し
た
事
業
者

を
対
象
に
次
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

事
業
所
賃
借
料
相
当
額
の
補
助

　
賃
借
料
相
当
額
の
３
か
月
分
を
補

助
し
ま
す
。

▼�

補
助
額
　
１
か
月
あ
た
り
の
賃
借

料
相
当
額
（
上
限
10
万
円
）
×
３

か
月
（
上
限
30
万
円
）

▼
対
象
者

・�

町
内
で
事
業
を
営
ん
で
お
り
、
事

業
所
（
建
物
）
を
賃
借
し
て
い
る
。

・�

令
和
２
年
３
月
、
４
月
ま
た
は
５

月
の
い
ず
れ
か
の
売
上
げ
が
、
前

年
同
月
と
比
較
し
て
20
％
以
上
減

少
し
て
い
る
。

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
。

・�

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
２
条
に

該
当
す
る
。

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

・
申
請
様
式
　
・
請
求
書

・�

町
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
書
類

・�

令
和
２
年
３
月
、
４
月
ま
た
は
５

月
の
売
上
げ
が
確
認
で
き
る
書
類

・�

事
業
所
賃
借
料
が
確
認
で
き
る
契

約
書
の
写
し

・
直
近
の
確
定
申
告
書
の
写
し

※�

そ
の
他
、
資
料
等
の
追
加
提
出
を

依
頼
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

町
内
の
事
業
者
を
支
援
し
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

「新型コロナウイルス感染症対策応援寄附金」募集
　町では、新型コロナウイルスの感染症対策に活用す
るため、寄附金を募集しています。いただいた寄附金
は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受けてい
る方々に対する支援等に広く活用させていただきます。
　皆さんの温かいご支援を心よりお待ちしています。
◆募集期間　10月30日（金）まで
◆寄附方法　ふるさと納税のポータルサイト「ふるさ
とチョイス」（以下のURL）からお申込みいただけます。
【町内在住】
　https://www.furusato-tax.jp/city/donation/14341
【町外在住】
　https://www.furusato-tax.jp/city/product/14341/0
※�インターネットでの申込み以外の方法を希望される
場合は、「ふるさと応援寄附金寄附申出書」に必要
事項を記入いただき、電子メール、郵送またはファッ
クスにより財政課あて送付ください。確認後、納付
書を送付します。詳細は、町ホームページの「ふる
さと納税サイト」をご覧ください。
※�本寄附金は、ふるさと納税制度を活用し、「新型コ
ロナウイルス感染症対策」のための寄附として募集
しています。そのため、町外の方には特産品を選ん
でいただくことが可能ですが、町内に住民票がある
方には特産品の提供はありませんので、ご了承くだ
さい。
※�本寄附金は、ふるさと納税制度による税控除を受け
ることが可能です。

問財政課　☎内線216
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４
月
29
日
付
け
で
令
和
２
年
春
の
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
か
ら
は
５
名
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
永
年
の
功
績
に
敬
意
を
表

し
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
お
一
人
の
方
は
、
本
人
の

ご
希
望
に
よ
り
掲
載
を
控
え
て
お
り
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▼
春
の
叙
勲

瑞
宝
中
綬
章
（
外
交
功
労
）

瑞
宝
単
光
章
（
鉄
道
業
務
功
労
）

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

瑞
宝
単
光
章
（
児
童
福
祉
功
労
）

城所　卓雄
元　特任全権大使（モンゴル国駐箚）

元　総領事（在サンクトペテルブルク総領事）
（西小磯）

佐竹　明雄
元　国鉄東京南鉄道管理局浜松町駅長

（大　磯）

福島　睦惠
元　公立中学校長
（西小磯）

渡邉　澄江
元　小田原乳児園園長補佐

（大　磯）

春
の
叙
勲
を
５
名
が
受
章

問
政
策
課
　
☎
内
線
２
１
３

春
の
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
な
ど
の
た
ん

ぱ
く
質
食
品
）、
副
菜
（
野
菜
、
海

藻
な
ど
）
を
そ
ろ
え
る
と
、
い
ろ
い

ろ
な
食
材
か
ら
栄
養
素
が
摂
れ
、
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
な
り
ま
す
。

　
お
や
つ
が
ほ
し
い
な
と
い
う
と
き

は
、
乳
製
品
や
ナ
ッ
ツ
類
、
果
物
な

ど
を
選
ぶ
と
不
足
し
が
ち
な
カ
ル
シ

ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
類
な
ど
が
補
え
ま

す
。

　
食
事
は
毎
日
の
こ
と
な
の
で
、
常

に
バ
ラ
ン
ス
良
く
と
は
い
か
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
今
日
は
何
を
食
べ
た

か
な
と
一
日
の
食
事
を
振
り
返
る
こ

と
で
、
翌
日
以
降
の
食
事
で
調
整
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
６
月
は
食
育
月
間
で
す
。
こ
の
機

会
に
ご
家
族
で
も
毎
日
の
食
事
に
つ

い
て
「
今
日
は
何
を
食
べ
た
か
な
」

と
話
題
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
　
小
宮
山

　
☎
内
線
３
１
９

６
月
は
食
育
月
間
で
す

　「
私
は
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
」

　
ご
自
身
の
食
生
活
に
つ
い
て
聞
か

れ
た
と
き
、
自
信
を
も
っ
て
そ
う
答

え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
例
え
ば
子
育
て
や
介
護
、
仕
事
な

ど
、
日
々
忙
し
く
生
活
し
て
い
る
方

の
中
に
は
、
家
族
の
食
事
に
は
と
て

も
気
を
付
け
て
い
る
け
れ
ど
、
自
分

自
身
の
食
事
は
適
当
に
な
っ
て
い
る

か
も
…
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
自
分
自
身
が
健
康
で
い
る
こ
と
が

家
族
の
健
康
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

一
歩
立
ち
止
ま
っ
て
、
自
分
自
身
の

健
康
、
食
事
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
生
活
習
慣
病
は
、
日
々
の
食
生
活

の
積
み
重
ね
が
大
き
く
関
係
し
て
い

ま
す
。
今
は
若
い
し
、
食
事
に
気
を

付
け
る
の
は
も
っ
と
年
齢
を
重
ね
て

か
ら
で
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
る
方
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

「
今
」
の
食
生
活
の
乱
れ
が
将
来
の

生
活
習
慣
病
の
引
き
金
に
な
り
ま
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
た
め
に
は
、

ま
ず
は
欠
食
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
で
き
れ
ば
毎
食
、
主
食�

（
ご
飯
、
め
ん
、
パ
ン
な
ど
）、
主
菜

こ
ん
に
ち
は

　栄
養
士
で
す

　
町
で
は
、
空
き
家
対
策
と
し
て
、

令
和
２
年
３
月
末
に
新
た
に
３
団
体

と
協
定
を
締
結
し
、
全
７
団
体
と
空

き
家
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
専
門
家
団
体
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
た
利
活
用
の
提
案
や
利
活
用

者
・
所
有
者
の
意
向
に
応
じ
た
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▼�

新
た
に
協
定
を
締
結
し
た
専
門
家

団
体

①
大
磯
建
設
協
会

②�

神
奈
川
県
建
築
士
事
務
所
協
会
平

塚
支
部

③
神
奈
川
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
各
団
体
の
連
絡
先
等
に
つ
い
て
は
、

担
当
課
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課
　
☎
内
線
２
４
２

空
き
家
対
策
と
し
て
新
た
に
３
団
体

と
協
定
を
締
結
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大
磯
港
賑
わ
い
交
流
施
設
の
愛
称
を
募
集

任
期
付
町
職
員
を
募
集

雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
じ
め
ま
す

　
７
月
か
ら
、
保
存
期
限
の
切
れ
た
図
書

館
の
雑
誌
約
１
１
０
タ
イ
ト
ル
、
総
数
約

１
，
６
０
０
冊
を
、
月
毎
に
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

身
近
な
図
書
館
、
国
府
分
館

　
実
用
書
や
入
門
書
、

児
童
図
書
を
中
心
に
、

親
し
み
や
す
い
図
書

を
選
ん
で
い
ま
す
。

本
館
の
図
書
等
も
予

約
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
、
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　「
ロ
ボ
ッ
ト
で
ぼ
く
の
ニ
セ
モ
ノ
を

作
っ
て
、
や
り
た
く
な
い
こ
と
を
や
っ
て

も
ら
お
う
！
」
さ
っ
そ
く
買
っ
て
き
た
ロ

ボ
ッ
ト
は
、
そ
っ
く
り
に
な
る
た
め
に
あ

な
た
の
こ
と
を
く
わ
し
く
教
え
て
と
言
い

ま
す
。
そ
れ
が
、
と
て
も
し
つ
こ
く
て
…

　
自
分
ら
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
は
、
難
し

い
け
れ
ど
な
ん
だ
か
楽
し
い
。
幅
広
い
年

齢
で
楽
し
め
る
絵
本
で
す
。

　
町
で
は
、
今
年
度
に
開
業
を
予
定

し
て
い
る
大
磯
港
賑
わ
い
交
流
施
設

の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼�

募
集
期
限
　
６
月
26
日
（
金
）
当

日
消
印
有
効

▼�

入
居
日
　
９
月
１
日（
火
）（
予
定
）

▼�

申
込
資
格
　
次
の
全
て
に
該
当
す

る
方

①
申
込
者
が
成
人
で
あ
る
こ
と
。

②�

夫
婦
ま
た
は
親
子
を
主
体
と
し
た

家
族
で
あ
る
こ
と
。（
原
則
と
し

て
）

③�

申
込
者
が
町
内
に
継
続
し
て
１
年

以
上
住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と
。

　�

ま
た
は
、
町
内
の
事
業
所
に
継
続

し
て
１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
こ

と
。（
基
準
日
は
令
和
２
年
７
月

１
日
）

④�

町
が
定
め
る
住
宅
困
窮
理
由
に
該

当
す
る
こ
と
。

⑤�

所
定
の
方
法
で
計
算
し
た
月
収
額

が
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
。

▼�

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
に
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
本
庁

舎
３
階
産
業
観
光
課
ま
た
は
港
湾

管
理
事
務
所
に
直
接
お
持
ち
い
た

だ
く
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
応

募
用
紙
は
本
庁
舎
３
階
産
業
観
光

課
ま
た
は
港
湾
管
理
事
務
所
の
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼�
提
出
先
　
産
業
観
光
課
み
な
と
推

進
係
（
大
磯
港
港
湾
管
理
事
務
所

内
）
大
磯
１
３
９
８—

18
ま
た
は

役
場
本
庁
舎
３
階
産
業
観
光
課
産

業
振
興
係

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　（
61
）
５
７
１
９

産
業
観
光
課
　
☎（
61
）５
７
１
９

⑥�

町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑦�

申
込
者
、
同
居
者
が
暴
力
団
員
で

な
い
こ
と
。

▼�

募
集
住
宅
　
住
宅
名
　
月
京
住
宅

（
月
京
11
番
１
号
）　
募
集
戸
数
　

２
戸
　
間
取
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▼�

申
込
方
法
　
郵
送
の
み

▼�

申
込
期
間
　
６
月
10
日
（
水
）
か

ら
７
月
１
日
（
水
）
ま
で
（
消
印

有
効
）

▼�

そ
の
他
　
詳
し
く
は
６
月
10
日

（
水
）
か
ら
役
場
１
階
受
付
、
保

健
セ
ン
タ
ー
１
階
福
祉
課
窓
口
、

国
府
支
所
で
配
布
す
る
「
募
集
の

し
お
り
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
４

大
磯
町
歴
史
的
建
築
物
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
条
例

骨
子（
案
）に
対
す
る
意
見
募
集

６
月
30
日
（
火
）

▼�

閲
覧
場
所
　
都
市
計
画
課
窓
口
、

町
民
情
報
コ
ー
ナ
ー（
役
場
本
庁

舎
、国
府
支
所
）、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等

▼�

提
出
方
法
　
郵
送
（
持
参
）、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
　
　

※�

電
話
、
口
頭
で
の
受
付
は
行
い
ま

せ
ん
。

▼�

提
出
先
　
都
市
計
画
課

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　（
61
）
１
９
９
１

　�

Ｅ
メ
ー
ル
　oubo-toshikeikaku@

town.oiso.kanagawa.jp

都
市
計
画
課
　
☎
内
線
２
４
２

　
大
磯
町
内
に
現
存
す
る
鴫
立
庵
や

旧
島
崎
藤
村
邸
、
滄
浪
閣
な
ど
、
歴

史
的
建
築
物
の
保
存
・
活
用
に
当
た

り
、
建
築
基
準
法
の
適
用
除
外
に
必

要
な
「
現
状
変
更
の
規
制
及
び
保
存

の
た
め
の
措
置
」
を
規
定
す
る
こ
と

で
、
当
該
建
築
物
を
地
域
の
資
産
と

し
て
良
好
な
状
態
で
将
来
の
世
代
に

継
承
す
る
た
め
に
制
定
す
る
も
の
で

す
。

　
条
例
骨
子
（
案
）
に
対
す
る
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

▼�

募
集
期
間
　
６
月
１
日
（
月
）
～

▼�

職
種
　
育
休
代
替
任
期
付
職
員

（
保
育
士
）

▼
採
用
予
定
人
数
　
若
干
名

▼�

業
務
内
容
　
保
育
園
ま
た
は
幼
稚

園
で
の
保
育
業
務

▼�

受
験
資
格
　
保
育
士
資
格
及
び
幼

稚
園
教
諭
の
免
許
を
有
す
る
人

▼
採
用
予
定
時
期
　
８
月
１
日（
土
）

▼�

願
書
受
付
期
間
　
６
月
１
日（
月
）

～
６
月
12
日
（
金
）

※
消
印
有
効

▼
申
込
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

▼
選
考
等

　�

一
次
　�

小
論
文
（
申
込
み
と
同
時

提
出
）

　�

二
次
　�

個
人
面
接
（
一
次
選
考
合

格
者
に
通
知
、
６
月
下
旬

に
実
施
予
定
）

▼�

そ
の
他
　
申
込
み
の
際
は
、
必
ず

「
令
和
２
年
度
大
磯
町
任
期
付
職

員
採
用
試
験
案
内
」
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※�

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
町
役
場
３

階
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

問
総
務
課
　
☎
内
線
２
１
0

「
使
用
料
・
手
数
料
等
の
見
直
し
に
関
す
る
基
本
方
針
」

（
素
案
）に
対
す
る
意
見
募
集

▼�

募
集
期
間
　
６
月
１
日
（
月
）
～

６
月
30
日
（
火
）

▼�

閲
覧
場
所
　
財
政
課
窓
口
、
町
民�

情
報
コ
ー
ナ
ー（
役
場
本
庁
舎
、国�

府
支
所
）、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

▼�

提
出
方
法
　
郵
送
（
持
参
）、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
　
　

※�

電
話
、
口
頭
で
の
受
付
は
行
い
ま

せ
ん
。

▼
提
出
先
　
財
政
課

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　（
61
）
１
９
９
１

　�
Ｅ
メ
ー
ル
　oubo-zaisei@

tow
n.

oiso.kanagawa.jp
財
政
課
　
☎
内
線
２
１
６

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
お
け
る

受
益
者
負
担
の
あ
り
方
や
負
担
額
の

設
定
を
明
確
に
す
る
基
本
方
針
を
策

定
す
る
た
め
、
素
案
に
対
す
る
意
見

を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

町
営
住
宅（
月
京
）の
入
居
者
募
集
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雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
じ
め
ま
す

　
７
月
か
ら
、
保
存
期
限
の
切
れ
た
図
書

館
の
雑
誌
約
１
１
０
タ
イ
ト
ル
、
総
数
約

１
，
６
０
０
冊
を
、
月
毎
に
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

身
近
な
図
書
館
、
国
府
分
館

　
実
用
書
や
入
門
書
、

児
童
図
書
を
中
心
に
、

親
し
み
や
す
い
図
書

を
選
ん
で
い
ま
す
。

本
館
の
図
書
等
も
予

約
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
、
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　「
ロ
ボ
ッ
ト
で
ぼ
く
の
ニ
セ
モ
ノ
を

作
っ
て
、
や
り
た
く
な
い
こ
と
を
や
っ
て

も
ら
お
う
！
」
さ
っ
そ
く
買
っ
て
き
た
ロ

ボ
ッ
ト
は
、
そ
っ
く
り
に
な
る
た
め
に
あ

な
た
の
こ
と
を
く
わ
し
く
教
え
て
と
言
い

ま
す
。
そ
れ
が
、
と
て
も
し
つ
こ
く
て
…

　
自
分
ら
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
は
、
難
し

い
け
れ
ど
な
ん
だ
か
楽
し
い
。
幅
広
い
年

齢
で
楽
し
め
る
絵
本
で
す
。

令
和
元
年
度

貸
出
数
ラ
ン
キ
ン
グ
！

一
般
書
編

①
す
ぐ
死
ぬ
ん
だ
か
ら

（
内
館
牧
子
／
著
）
85
回

②
蜜
蜂
と
遠
雷�

（
恩
田
　
陸
／
著
）
77
回

③
ノ
ー
ス
ラ
イ
ト（

横
山
秀
夫
／
著
）
67
回

④
コ
ン
ビ
ニ
人
間

（
村
田
紗
耶
香
／
著
）
64
回

④
沈
黙
の
パ
レ
ー
ド

（
東
野
圭
吾
／
著
）
64
回

児
童
書
編

①
ぼ
く
の
ニ
セ
モ
ノ
を
つ
く
る
に
は

（
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
／
作
）
39
回

②
ミ
ッ
ケ
！
７
　
た
か
ら
じ
ま

（
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ィ
ッ
ク
／
写
真
）
38
回

③
11
ぴ
き
の
ね
こ
ど
ろ
ん
こ

（
馬
場
の
ぼ
る
／
著
）
36
回

④
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
カ
レ
ー
パ
ン
マ
ン

（
や
な
せ
た
か
し
／
原
作
）
31
回

④
１
０
０
か
い
だ
て
の
い
え

（
い
わ
い
と
し
お
／
著
）
31
回

Ｃ
Ｄ
編

①
Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ

（
竹
内
ま
り
や
）
19
回

①
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
Ｇ
　（
米
津
玄
師
）
19
回

③
グ
レ
イ
テ
ス
ト
・
ヒ
ッ
ツ

（
ク
イ
ー
ン
）
18
回

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

　
休
館
中
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し

て
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

収
蔵
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開

　
郷
土
資
料
館
が
所
蔵
す
る
資
料
の
画
像

（
絵
葉
書
や
浮
世
絵
、
昭
和
28
年
の
大
磯

の
写
真
な
ど
）
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
随

時
、
公
開
す
る
画
像
を
加
え
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
１
０
０
年
前
の
大
磯

～
小
見
助
役
の
一
日
～
」

　
大
正
時
代
に
書
か
れ
た
大
磯
町
の
助
役

の
日
誌
を
、
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
前
に
大

磯
で
起
こ
っ
た
出
来
事
と
い
う
切
り
口
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信

　
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど

を
活
用
し
て
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
ツ
イ
ッ
タ
ー
：@

oisom
useum

▼�

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
：
大
磯
町
郷

土
資
料
館�

・
旧
吉
田
茂
邸

　
鴫
立
庵
に
か
え
る
が
居
る
の
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。
体
長
な
ん
と
１
ｍ
！
ま
ぁ
、

オ
ブ
ジ
ェ
な
ん
で
す
が
。
こ
の
オ
ブ
ジ
ェ

は
、
第
15
代
庵
主
の
原
昔
人
が
明
治
時
代

の
文
学
者
正
岡
子
規
に
贈
っ
た
小
さ
な
鋳

物
が
も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
鋳
物

を
み
て
、子
規
は
病
に
臥
せ
な
が
ら
も「
蛙

鳴
蝉
噪
（
あ
め
い
せ
ん
そ
う
）
←
„
意
味

は
調
べ
て
く
だ
さ
い
＂
彼
モ
一
時
ト
蚯
蚓

（
み
み
ず
）
鳴
く
」
と
詠
み
ま
す
。
背
面

と
正
面
の
ス
ケ
ッ
チ
も
添
え
な
が
ら
。
か

わ
い
い
の
で
ぜ
ひ
本
書
で
確
か
め
て
み
て

く
だ
さ
い
。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
６月30日（火）まで休館します
図　書　館　問・ 　☎（61）3002
郷土資料館　問・ 　☎（61）4700

▲�明治時代の大磯海水浴場の
絵葉書

本
を
紹
介
し
ま
す
！

いそちゃん

新
し
い
ス
ペ
ー
ス

　
地
元
の
「
妖
怪
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

海
の
怪
、
川
の
主
、
入
道
、
小
豆
と
ぎ
、

座
敷
童
子
、
キ
ツ
ネ
、
ム
ジ
ナ
、
人
魚
な

ど
、
各
地
に
伝
承
す
る
特
徴
的
な
妖
怪
た

ち
の
話
を
民
俗
学
視
点
か
ら
、
都
道
府
県

別
の
切
り
口
で
紹
介
し
ま
す
。
非
日
常
的

で
あ
り
な
が
ら
、
ど
こ
か
身
近
な
妖
怪
た

ち
の
魅
力
が
満
載
。

　
平
塚
の
「
お
菊
塚
」
や
大
磯
の
「
虎
御

石
」
の
記
述
も
あ
り
ま
す
。

ぼくのニセモノを
つくるには

ヨシタケ　シンスケ／作
ブロンズ新社

４７都道府県・妖怪
伝承百科

小松 和彦・常光 徹／監修　
丸善出版

伏臥漫録
正岡　子規／著

岩波書店



6広報おおいそ　令和　年　月

大
磯
港
賑
わ
い
交
流
施
設
の
愛
称
を
募
集

任
期
付
町
職
員
を
募
集

雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
じ
め
ま
す

　
７
月
か
ら
、
保
存
期
限
の
切
れ
た
図
書

館
の
雑
誌
約
１
１
０
タ
イ
ト
ル
、
総
数
約

１
，
６
０
０
冊
を
、
月
毎
に
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

身
近
な
図
書
館
、
国
府
分
館

　
実
用
書
や
入
門
書
、

児
童
図
書
を
中
心
に
、

親
し
み
や
す
い
図
書

を
選
ん
で
い
ま
す
。

本
館
の
図
書
等
も
予

約
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
、
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　「
ロ
ボ
ッ
ト
で
ぼ
く
の
ニ
セ
モ
ノ
を

作
っ
て
、
や
り
た
く
な
い
こ
と
を
や
っ
て

も
ら
お
う
！
」
さ
っ
そ
く
買
っ
て
き
た
ロ

ボ
ッ
ト
は
、
そ
っ
く
り
に
な
る
た
め
に
あ

な
た
の
こ
と
を
く
わ
し
く
教
え
て
と
言
い

ま
す
。
そ
れ
が
、
と
て
も
し
つ
こ
く
て
…

　
自
分
ら
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
は
、
難
し

い
け
れ
ど
な
ん
だ
か
楽
し
い
。
幅
広
い
年

齢
で
楽
し
め
る
絵
本
で
す
。

　
町
で
は
、
今
年
度
に
開
業
を
予
定

し
て
い
る
大
磯
港
賑
わ
い
交
流
施
設

の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼�

募
集
期
限
　
６
月
26
日
（
金
）
当

日
消
印
有
効

▼�

入
居
日
　
９
月
１
日（
火
）（
予
定
）

▼�

申
込
資
格
　
次
の
全
て
に
該
当
す

る
方

①
申
込
者
が
成
人
で
あ
る
こ
と
。

②�

夫
婦
ま
た
は
親
子
を
主
体
と
し
た

家
族
で
あ
る
こ
と
。（
原
則
と
し

て
）

③�

申
込
者
が
町
内
に
継
続
し
て
１
年

以
上
住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と
。

　�

ま
た
は
、
町
内
の
事
業
所
に
継
続

し
て
１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
こ

と
。（
基
準
日
は
令
和
２
年
７
月

１
日
）

④�

町
が
定
め
る
住
宅
困
窮
理
由
に
該

当
す
る
こ
と
。

⑤�

所
定
の
方
法
で
計
算
し
た
月
収
額

が
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
。

▼�

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
に
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
本
庁

舎
３
階
産
業
観
光
課
ま
た
は
港
湾

管
理
事
務
所
に
直
接
お
持
ち
い
た

だ
く
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
応

募
用
紙
は
本
庁
舎
３
階
産
業
観
光

課
ま
た
は
港
湾
管
理
事
務
所
の
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼�

提
出
先
　
産
業
観
光
課
み
な
と
推

進
係
（
大
磯
港
港
湾
管
理
事
務
所

内
）
大
磯
１
３
９
８—

18
ま
た
は

役
場
本
庁
舎
３
階
産
業
観
光
課
産

業
振
興
係

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　（
61
）
５
７
１
９

産
業
観
光
課
　
☎（
61
）５
７
１
９

⑥�

町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑦�

申
込
者
、
同
居
者
が
暴
力
団
員
で

な
い
こ
と
。

▼�

募
集
住
宅
　
住
宅
名
　
月
京
住
宅

（
月
京
11
番
１
号
）　
募
集
戸
数
　

２
戸
　
間
取
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▼�

申
込
方
法
　
郵
送
の
み

▼�

申
込
期
間
　
６
月
10
日
（
水
）
か

ら
７
月
１
日
（
水
）
ま
で
（
消
印

有
効
）

▼�

そ
の
他
　
詳
し
く
は
６
月
10
日

（
水
）
か
ら
役
場
１
階
受
付
、
保

健
セ
ン
タ
ー
１
階
福
祉
課
窓
口
、

国
府
支
所
で
配
布
す
る
「
募
集
の

し
お
り
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
４

大
磯
町
歴
史
的
建
築
物
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
条
例

骨
子（
案
）に
対
す
る
意
見
募
集

６
月
30
日
（
火
）

▼�

閲
覧
場
所
　
都
市
計
画
課
窓
口
、

町
民
情
報
コ
ー
ナ
ー（
役
場
本
庁

舎
、国
府
支
所
）、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等

▼�

提
出
方
法
　
郵
送
（
持
参
）、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
　
　

※�

電
話
、
口
頭
で
の
受
付
は
行
い
ま

せ
ん
。

▼�

提
出
先
　
都
市
計
画
課

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　（
61
）
１
９
９
１

　�

Ｅ
メ
ー
ル
　oubo-toshikeikaku@

town.oiso.kanagawa.jp

都
市
計
画
課
　
☎
内
線
２
４
２

　
大
磯
町
内
に
現
存
す
る
鴫
立
庵
や

旧
島
崎
藤
村
邸
、
滄
浪
閣
な
ど
、
歴

史
的
建
築
物
の
保
存
・
活
用
に
当
た

り
、
建
築
基
準
法
の
適
用
除
外
に
必

要
な
「
現
状
変
更
の
規
制
及
び
保
存

の
た
め
の
措
置
」
を
規
定
す
る
こ
と

で
、
当
該
建
築
物
を
地
域
の
資
産
と

し
て
良
好
な
状
態
で
将
来
の
世
代
に

継
承
す
る
た
め
に
制
定
す
る
も
の
で

す
。

　
条
例
骨
子
（
案
）
に
対
す
る
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

▼�

募
集
期
間
　
６
月
１
日
（
月
）
～

▼�

職
種
　
育
休
代
替
任
期
付
職
員

（
保
育
士
）

▼
採
用
予
定
人
数
　
若
干
名

▼�

業
務
内
容
　
保
育
園
ま
た
は
幼
稚

園
で
の
保
育
業
務

▼�

受
験
資
格
　
保
育
士
資
格
及
び
幼

稚
園
教
諭
の
免
許
を
有
す
る
人

▼
採
用
予
定
時
期
　
８
月
１
日（
土
）

▼�

願
書
受
付
期
間
　
６
月
１
日（
月
）

～
６
月
12
日
（
金
）

※
消
印
有
効

▼
申
込
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

▼
選
考
等

　�

一
次
　�

小
論
文
（
申
込
み
と
同
時

提
出
）

　�

二
次
　�

個
人
面
接
（
一
次
選
考
合

格
者
に
通
知
、
６
月
下
旬

に
実
施
予
定
）

▼�

そ
の
他
　
申
込
み
の
際
は
、
必
ず

「
令
和
２
年
度
大
磯
町
任
期
付
職

員
採
用
試
験
案
内
」
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※�

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
町
役
場
３

階
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

問
総
務
課
　
☎
内
線
２
１
0

「
使
用
料
・
手
数
料
等
の
見
直
し
に
関
す
る
基
本
方
針
」

（
素
案
）に
対
す
る
意
見
募
集

▼�

募
集
期
間
　
６
月
１
日
（
月
）
～

６
月
30
日
（
火
）

▼�

閲
覧
場
所
　
財
政
課
窓
口
、
町
民�

情
報
コ
ー
ナ
ー（
役
場
本
庁
舎
、国�

府
支
所
）、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

▼�

提
出
方
法
　
郵
送
（
持
参
）、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
　
　

※�

電
話
、
口
頭
で
の
受
付
は
行
い
ま

せ
ん
。

▼
提
出
先
　
財
政
課

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　（
61
）
１
９
９
１

　�

Ｅ
メ
ー
ル
　oubo-zaisei@

tow
n.

oiso.kanagawa.jp

財
政
課
　
☎
内
線
２
１
６

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
お
け
る

受
益
者
負
担
の
あ
り
方
や
負
担
額
の

設
定
を
明
確
に
す
る
基
本
方
針
を
策

定
す
る
た
め
、
素
案
に
対
す
る
意
見

を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

町
営
住
宅（
月
京
）の
入
居
者
募
集
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雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
じ
め
ま
す

　
７
月
か
ら
、
保
存
期
限
の
切
れ
た
図
書

館
の
雑
誌
約
１
１
０
タ
イ
ト
ル
、
総
数
約

１
，
６
０
０
冊
を
、
月
毎
に
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

身
近
な
図
書
館
、
国
府
分
館

　
実
用
書
や
入
門
書
、

児
童
図
書
を
中
心
に
、

親
し
み
や
す
い
図
書

を
選
ん
で
い
ま
す
。

本
館
の
図
書
等
も
予

約
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
、
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　「
ロ
ボ
ッ
ト
で
ぼ
く
の
ニ
セ
モ
ノ
を

作
っ
て
、
や
り
た
く
な
い
こ
と
を
や
っ
て

も
ら
お
う
！
」
さ
っ
そ
く
買
っ
て
き
た
ロ

ボ
ッ
ト
は
、
そ
っ
く
り
に
な
る
た
め
に
あ

な
た
の
こ
と
を
く
わ
し
く
教
え
て
と
言
い

ま
す
。
そ
れ
が
、
と
て
も
し
つ
こ
く
て
…

　
自
分
ら
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
は
、
難
し

い
け
れ
ど
な
ん
だ
か
楽
し
い
。
幅
広
い
年

齢
で
楽
し
め
る
絵
本
で
す
。

令
和
元
年
度

貸
出
数
ラ
ン
キ
ン
グ
！

一
般
書
編

①
す
ぐ
死
ぬ
ん
だ
か
ら

（
内
館
牧
子
／
著
）
85
回

②
蜜
蜂
と
遠
雷�
（
恩
田
　
陸
／
著
）
77
回

③
ノ
ー
ス
ラ
イ
ト（

横
山
秀
夫
／
著
）
67
回

④
コ
ン
ビ
ニ
人
間

（
村
田
紗
耶
香
／
著
）
64
回

④
沈
黙
の
パ
レ
ー
ド

（
東
野
圭
吾
／
著
）
64
回

児
童
書
編

①
ぼ
く
の
ニ
セ
モ
ノ
を
つ
く
る
に
は

（
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
／
作
）
39
回

②
ミ
ッ
ケ
！
７
　
た
か
ら
じ
ま

（
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ィ
ッ
ク
／
写
真
）
38
回

③
11
ぴ
き
の
ね
こ
ど
ろ
ん
こ

（
馬
場
の
ぼ
る
／
著
）
36
回

④
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
カ
レ
ー
パ
ン
マ
ン

（
や
な
せ
た
か
し
／
原
作
）
31
回

④
１
０
０
か
い
だ
て
の
い
え

（
い
わ
い
と
し
お
／
著
）
31
回

Ｃ
Ｄ
編

①
Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ

（
竹
内
ま
り
や
）
19
回

①
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
Ｇ
　（
米
津
玄
師
）
19
回

③
グ
レ
イ
テ
ス
ト
・
ヒ
ッ
ツ

（
ク
イ
ー
ン
）
18
回

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

　
休
館
中
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し

て
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

収
蔵
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開

　
郷
土
資
料
館
が
所
蔵
す
る
資
料
の
画
像

（
絵
葉
書
や
浮
世
絵
、
昭
和
28
年
の
大
磯

の
写
真
な
ど
）
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
随

時
、
公
開
す
る
画
像
を
加
え
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
１
０
０
年
前
の
大
磯

～
小
見
助
役
の
一
日
～
」

　
大
正
時
代
に
書
か
れ
た
大
磯
町
の
助
役

の
日
誌
を
、
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
前
に
大

磯
で
起
こ
っ
た
出
来
事
と
い
う
切
り
口
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信

　
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど

を
活
用
し
て
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
ツ
イ
ッ
タ
ー
：@

oisom
useum

▼�

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
：
大
磯
町
郷

土
資
料
館�

・
旧
吉
田
茂
邸

　
鴫
立
庵
に
か
え
る
が
居
る
の
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。
体
長
な
ん
と
１
ｍ
！
ま
ぁ
、

オ
ブ
ジ
ェ
な
ん
で
す
が
。
こ
の
オ
ブ
ジ
ェ

は
、
第
15
代
庵
主
の
原
昔
人
が
明
治
時
代

の
文
学
者
正
岡
子
規
に
贈
っ
た
小
さ
な
鋳

物
が
も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
鋳
物

を
み
て
、子
規
は
病
に
臥
せ
な
が
ら
も「
蛙

鳴
蝉
噪
（
あ
め
い
せ
ん
そ
う
）
←
„
意
味

は
調
べ
て
く
だ
さ
い
＂
彼
モ
一
時
ト
蚯
蚓

（
み
み
ず
）
鳴
く
」
と
詠
み
ま
す
。
背
面

と
正
面
の
ス
ケ
ッ
チ
も
添
え
な
が
ら
。
か

わ
い
い
の
で
ぜ
ひ
本
書
で
確
か
め
て
み
て

く
だ
さ
い
。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
６月30日（火）まで休館します
図　書　館　問・ 　☎（61）3002
郷土資料館　問・ 　☎（61）4700

▲�明治時代の大磯海水浴場の
絵葉書

本
を
紹
介
し
ま
す
！

いそちゃん

新
し
い
ス
ペ
ー
ス

　
地
元
の
「
妖
怪
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

海
の
怪
、
川
の
主
、
入
道
、
小
豆
と
ぎ
、

座
敷
童
子
、
キ
ツ
ネ
、
ム
ジ
ナ
、
人
魚
な

ど
、
各
地
に
伝
承
す
る
特
徴
的
な
妖
怪
た

ち
の
話
を
民
俗
学
視
点
か
ら
、
都
道
府
県

別
の
切
り
口
で
紹
介
し
ま
す
。
非
日
常
的

で
あ
り
な
が
ら
、
ど
こ
か
身
近
な
妖
怪
た

ち
の
魅
力
が
満
載
。

　
平
塚
の
「
お
菊
塚
」
や
大
磯
の
「
虎
御

石
」
の
記
述
も
あ
り
ま
す
。

ぼくのニセモノを
つくるには

ヨシタケ　シンスケ／作
ブロンズ新社

４７都道府県・妖怪
伝承百科

小松 和彦・常光 徹／監修　
丸善出版

伏臥漫録
正岡　子規／著

岩波書店
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６月は環境月間です ～ 一人ひとりが、できることから ～

　昨年９月～10月に発生した台風では、全国各地で甚大な被害が出ました。県は、気候が非常事態にあるという 
「危機感」を県内全体で共有し、ともに「行動」していくことを目的として、令和２年２月に「かながわ気候非常
事態宣言」を発表しました。地球温暖化は待ったなしの状況です。SDGsがめざす持続可能な社会を実現するため
には、町民一人ひとりが気候問題を改めて認識し、「自分事」として捉え、日頃から意識を持って行動することが
必要です。
　省エネアイデアを集め、ECO（エコ）ライフを実践しましょう！

問環境課　☎（72）4438

※SDGs（持続可能な開発目標）とは
　より良い未来をつくるため、2015年９月に国連で採択された17の目標のことです。2030年までの達成に向けて、2020年１月から 

「行動の10年」がスタートしました。

　エコドライブで、燃料消費量やCO₂排出量を減らすことができます。
低燃費で安全のための運転を実践しましょう！

○自分の車の燃費を把握しよう。
○ふんわりアクセル「ｅスタート」（最初の
　５秒で、時速20km程度が目安です）
○加速・減速の少ない運転をする。

○減速時は早めにアクセルを離す。
○無駄なアイドリングは止める。
○不要な荷物は降ろす。

エコドライブ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で 
買い物するべぇ 

レジ袋を減らして 

プラごみ削減に 

取り組むべぇ！ 

大磯町は「かながわプラごみ 

ゼロ宣言」に賛同しています。 

レジ袋等の利用を減らし、 

プラごみ削減の取り組みに 

ご協力お願いします。 

大磯町 環境課 内線︓352 

　７月１日から、全国一律でプラスチック製買物袋（いわゆるレジ袋）の有料化がスタ 
ートします。買い物にはマイバックを持参しましょう。
　マイバックを持ち歩く習慣を身に付け、日々のくらしの中で身近な存在であるレジ袋
の利用機会を減らすことは、プラスチックごみ削減につながります。このような行動は、

「環境のためにできることはなんだろう」と考えるきっかけのひとつになります。
　環境のために、わたしたちができることから始めましょう。

～７月からレジ袋の有料化がスタートします～

買い物はマイバックで！
このポスターは町ホームページで ▶
ダウンロードできますので、ぜひ
ご活用ください。

　電気代の節約など、省エネ住宅にはメリットがたくさんあります！
ちょっとした工夫で手軽にできる「省エネDIY」でお財布にも、健康にも、
地球にもやさしい家にしませんか。
※DIYとは…自分で何かを作ったり修理したりすること。「Do It Yourself」の略。

○窓に断熱シートや断熱フィルムを貼る。
○ 夏はレースのカーテン、冬は厚手のカーテンなど、 

機能や好みに合わせたカーテンを選ぶ。
○シャワーヘッドを節水型に交換する。
　省エネ家電への買換えも、電気代の節約になりおすすめです！

省エネDIY

　緑のカーテンは直射日光を遮り、室
内の温度を下げます。町内の施設でも
実践しています。緑のカーテンを活用
し、猛暑を乗り切りましょう！

緑のカーテン

世代交流センターさざんか荘
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　地球温暖化防止対策及び節電対策の
一環として、町職員のクールビズを実
施しています。実施期間は10月31日
（土）までです。
　期間中、職員は半袖シャツ・ノーネ
クタイ等の軽装で執務します。

問総務課　☎内線209

　町では、河川・海域などの水質や大気の状況を把握するため、毎年環境調査を実施しています。昨年度の各種調
査結果は下表のとおりでした。

　この条例は、町のエネルギー政策の推進を図り、環境への負荷の少
ない、安全で安心な循環型社会を構築することを目的としています。

町では「大磯町省エネルギー及び再生可能エネルギー利用の推進に
関する条例」を制定していますクールビズで涼しく

〜実施中〜

◀ 夏休み子ども環境体験学習
 「ソーラーオルゴールをつくろう！」
 （昨年開催の様子）
 　白熱電球とLED電球の比較実験や

手回し発電実験、ソーラーオルゴー
ルづくりを通して、エネルギーにつ
いて楽しく学ぶ学習会を実施しまし
た。

環境調査（河川・海域・大気）測定調査結果

河川水質調査結果

河川名 測定地点
ｐＨ

（単位：なし）
ＢＯＤ

（単位：㎎/ℓ）
ＳＳ

（単位：㎎/ℓ）
ｎ－ヘキサン

（単位：㎎/ℓ）
元年度 30年度 元年度 30年度 元年度 30年度 元年度 30年度

池田排水路 富士白苑付近 8.9 8.6 3.1 4.1 6.0 8.0 <0.5 <0.5
三　沢　川 富士白苑付近 8.8 8.5 2.2 2.6 2.0 3.0 0.5 <0.5
鴫　立　川 鴫立橋 8.1 7.9 3.9 4.6 2.0 2.0 <0.5 <0.5
血　洗　川 河口付近 8.2 8.1 3.3 3.5 3.0 2.0 <0.5 <0.5
葛　　　川 プリンスホテル付近 8.2 8.1 1.8 1.9 3.0 3.0 <0.5 <0.5
不　動　川 川尻公園付近 8.2 8.1 3.6 3.0 24.0 5.0 <0.5 <0.5
長　谷　川 スーパーヤオマサ付近 8.1 8.0 3.7 3.9 5.0 3.0 <0.5 <0.5
谷　戸　川 月京橋付近 8.6 8.7 4.8 3.7 5.0 3.0 <0.5 <0.5
金　目　川 花水橋付近 7.8 7.8 1.2 1.2 6.0 8.0 <0.5 <0.5
環境基準 － 6.5～8.5 ５以下 50以下 －

※数値は年度内平均値、<印は定量下限値未満を示す。※金目川は神奈川県がそれぞれ前年度に測定した結果です。

海域水質調査結果

測定地点
ｐＨ

（単位：なし）
ＣＯＤ

（単位：㎎/ℓ）
ＤＯ

（単位：㎎/ℓ）
ｎ－ヘキサン

（単位：㎎/ℓ）
大腸菌

（単位：MPN/100㎖）
元年度 30年度 元年度 30年度 元年度 30年度 元年度 30年度 元年度 30年度

中　　央 8.0 8.3 2.3 3.0 8.0 9.5 0.5未満 0.5未満 8 170
漁　　港 8.0 8.3 2.1 4.4 7.1 9.7 0.5未満 0.5未満 4 110
港　　外 8.2 8.2 2.0 3.2 7.8 8.5 0.5未満 0.5未満 11 1,300
環境基準 7.8～8.3 ２以下 7.5以上 無検出 1,000以下

※数値は年度内平均値

二酸化窒素濃度調査結果

測定地点 単位：ｐｐｍ
元年度 30年度

役場南側 0.016 0.013 
図書館前 0.015 0.011 
国府支所 0.011 0.016 

※数値は１時間値の１日平均値

◎環境基準：
　 0.04～0.06ppmまでのゾーン内

またはそれ以下
◎測定方法：
　 ザルツマン試薬を用いる吸光 

光度法
◎採取時間：
　 12:00～翌日の12:00までの 

24時間

◎ｐＨ（ペーハー・水素イオン濃度）
　 溶液中の水素イオン濃度を表す記号で水素イオン指

数ともいう。
　 ｐＨは、０から14まであり、７が中性、７を超える

とアルカリ性、７未満が酸性となる。
◎ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
　 水中の有機物質（汚物）が一定条件のもとで微生物に

よって分解されるときに消費される酸素の量。
◎ＣＯＤ（化学的酸素要求量）
　 水中の有機物質が酸化剤によって酸化されるときに

消費される酸素の量。
◎ＳＳ（浮遊物質量）
　水中に懸濁している固体や浮遊固形物。

◎ＤＯ（溶存酸素量）
　水中に溶け込んでいる酸素の量。
　きれいな河川は通常７～10mg/ℓ程度である。
◎ｎ－ヘキサン（ｎ－ヘキサン抽出物質）
　水中に含まれている比較的揮発しにくい油状物質の量。
◎大腸菌群
　 人畜の排出物などによる汚れを知る尺度で、各消化器系

病原菌によって汚染されている可能性が高い。
◎ｐｐｍ
　 濃度の単位で、100万分の１を表す。
◎環境基準
　 人間の健康を保護し、生活環境を保全するうえで維持さ

れることが望ましい基準。（いわゆる規制基準ではない。）

用語の解説

問環境課　☎（72）4438
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消防情報ダイヤル ☎（61）51５1
消防車の出動情報、休日当番医情報は、こちらで確認してください。 　消防署　☎（61） 0911

子育て支援総合センター
からのお知らせ

問・申
子育て支援総合センター
☎（71）3377
休館日　6/１〜30

※定員がある講座は先着順となります。　申申込み　定定員

横溝千鶴子記念子育て支援総合センター（めばえ）　☎（71）3377
イベント 対　象 日　程 時　間 備　考

子育て講座
「親子で楽しもう
� リトミック」

６か月から
12か月位の
乳幼児と保護者

7/28 （火）

10：00～10：30
様々なリズムに合わせて親子で身体を動かしま
す。いろいろな楽器の振動にも触れ、耳や体で音
を感じましょう。
定各15組　講師：槇　久美子氏・小林　晴奈氏
申６/26（金）～
※今年度こちらの講座は月１回（５月と８月を除
く計10回）の開催となり、その回毎の申込みとな
ります。

１歳から
３歳位の

乳幼児と保護者
10：45～11：30

親子製作 未就学児と
保護者 7/１ （水）～ 10：00～15：00

七夕かざりの製作をします。親子で作ってみませ
んか？
申不要

石坂巻子記念子育て支援センター　☎（61）4150
イベント 対　象 日　程 時　間 備　考

親子製作 未就学児と
保護者 7/１ （水）～ 10：00～15：00 申不要

申子育て支援総合センター　☎（７１）３３７７

妊娠でお悩みの方へ
治療費の一部を助成します！

特定不妊治療費助成 不育症治療費助成
対象となる
治　療

・体外受精・顕微授精（混合診療を除く）
・男性の不妊治療

不育症専門の医療機関による治療（混合診療を
除く）

助成対象者 ・法律上の婚姻をしている
・１年以上前から大磯に住所を有している
・�神奈川県不妊に悩む方への特定不妊治療支援事
業の助成決定を受けている

・町税を滞納していない

・法律上の婚姻をしている
・１年以上前から大磯に住所を有している
・指定医療機関にて不育症の治療を完了している
・前年の夫婦合計所得額が730万円未満
・町税を滞納していない

申請期限 県の助成決定通知日の月の翌月から６か月以内 不育症治療終了日から６か月以内
助成額 上限10万円（特定不妊治療については県の助成額が７万５千円の場合は、上限５万円）
回　数 県の決定通知書の通知の属する年度に対し１回と

し、通算して５回を限度とする
１年度につき１回限りで、通算して５回を限度と
する

※�不育症は、不妊症とは違い妊娠はするけれど、流産や死産を繰り返し、胎児が育たない状態をいいます。
※詳細はお問合せください。
問スポーツ健康課　☎内線308

　つどいの広場はお休みですが、子育てに関する相談や
講座の申込みは引き続き受け付けていますので、お気軽
にお電話ください。

愛称募集中です！
　石坂巻子記念子育て支援センターの愛
称募集の期間を６月30日（火）まで延長
しました。
　詳しくはホームページをご覧いただく
か、支援センターにお問合せください。

11 広報おおいそ　令和　年　月

火事と救急
４月の出動状況

消防車… 26件（火災出動０、救助出動０、  その他出動26）
救急車…100件（急病59、交通事故９、一般負傷19、その他13）

� 問福祉課　☎内線302・315・316

高齢者福祉サービスのお知らせ
種　　類 内　　　容 助成額・利用料

緊急通報サービス 　ひとり暮らしの方などに緊急通報装置を貸し出します。緊急事態
発生時には、管理センターと連絡を取ることができ、状況に応じて
対応します。
　おおむね65歳以上の在宅の方で、ひとり暮らしまたは日中独居と
なる方や常時の見守りが必要と認められる方が対象となります。

月額800円
（減免あり）

配食見守りサービス 　在宅で見守りが必要な高齢者の方へ、安否確認を兼ねたお弁
当の配達を行います。
　おおむね65歳以上の在宅の方で、ひとり暮らしまたは日中独
居となる方や高齢者のみの世帯で、対象者以外の方が要介護（支
援）認定等を受けているため援助を受けることが困難な方が対
象となります。

１食当たり500円
（減免あり）

軽度生活支援サービス 　一時的な体調不良や退院直後の回復期など、日常生活に支障があ
る方に、回復するまでの短期間、日常生活の支援を行います。
　おおむね65歳以上の要介護（支援）認定及び障害支援区分の認定
を受けていない在宅の方で、ひとり暮らしの方または日中独居にな
る方、高齢者のみの世帯で、対象者以外の方の援助を受けることが
困難な方が対象となります。

１時間当たり600円
（減免あり）

紙おむつ購入費助成 　在宅で生活している重度介護者の方の紙おむつ購入費の一部を助
成します。（申請は６月１日（月）から）
　おおむね65歳以上の在宅の方で、要介護４または５の認定を受�
け、市町村民税が本人非課税であり、常時紙おむつが必要と認めら
れる方が対象となります。

助成券を交付
年間40,000円限度

介護タクシー利用助成 　常時車いすを利用している在宅の方で、公共交通機関を利用する
ことが困難な方に、介護タクシーの費用を助成します。
　要介護認定を受けている方で、常時車いすを必要とし、介護タク
シー以外での移動が困難な方が対象となります。
（当該年度において大磯町在宅障害者タクシー利用料金助成事業の
助成を受けている方は対象になりません。）

助成券を交付
年間36,000円限度

訪問理美容
出張費助成

　在宅で寝たきり等の理由で理美容院に行けない方に、自宅で理美
容サービスを利用するための出張費を助成します。要介護４または
５の認定を受けている方や身体障害者手帳１・２級の交付を受けて
いる方が対象となります。

助成券を交付
年間6,000円限度

ごみ出し支援見守り活動
（ふれあい収集）

　一人暮らしの高齢者等のごみ出しを支援するとともに、安否確認
を行います。集積場所までごみ出しをすることが難しい状態にある
方や、他の人からのごみ出し支援を受けられない方、要介護（支援）
認定を受けている方、身体障害者手帳１級・２級の交付を受けてい
る方などが対象となります。

１回100円
（週２回まで）

福祉課窓口で配布しています！
救急医療用情報キット
　自宅での緊急時、連絡先や持病、服薬してい
る薬などの必要事項を記入しておくことで、必
要な情報を周囲の人に伝えることができます。

認知症等行方不明SOSネットワーク
　認知症の高齢者の方が自宅に帰れなくなっ
てしまった場合に備え、事前に情報を登録し
ておくことで、警察や介護保険事業者等と連
携して早期発見に努めます。登録時に番号の
入ったキーホルダー
をお渡ししますので、
普段の持ち物につけ
られます。

救急あんしんカード
　普段から身に着け、外出先等での緊急時にご
家族等への連絡や、適切な処置を円滑に行える
ように備えます。
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地　　方
交 付 税

町　　税

使 用 料
手 数 料

そ の 他

国 ・ 県
支 出 金

町　　債

そ の 他

民 生 費

土 木 費

衛 生 費

総 務 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

町民税、固定資産税など町に納められる
税金

自転車駐車場使用料などのサービスに対し
対価として徴収するお金

繰入金、財産収入、諸収入など上記以外で
町が自主的に調達できるお金

町が借り入れる借金

予算現額 47億8,405万円予算現額 47億8,405万円

収入済額 51億3,521万円 （収入率107.3%）収入済額 51億3,521万円 （収入率107.3%）

保育園や障がい者、高齢者の福祉など

予算現額 34億3,235万円予算現額 34億3,235万円

執行済額 31億3,851万円 （執行率 91.4%）執行済額 31億3,851万円 （執行率 91.4%）

道路や河川、公園の整備など

予算現額 26億6,469万円予算現額 26億6,469万円

執行済額 22億1,136万円 （執行率 83.0%）執行済額 22億1,136万円 （執行率 83.0%）

予防接種やごみ処理など

予算現額   9億5,857万円予算現額   9億5,857万円

執行済額   8億6,962万円 （執行率 90.7%）執行済額   8億6,962万円 （執行率 90.7%）

住民登録や交通安全、防犯、防災対策など

予算現額 21億5,236万円予算現額 21億5,236万円

執行済額 19億3,413万円 （執行率 89.9%）執行済額 19億3,413万円 （執行率 89.9%）

学校や生涯学習など

予算現額   8億3,294万円予算現額   8億3,294万円

執行済額   7億5,125万円 （執行率 90.2%）執行済額   7億5,125万円 （執行率 90.2%）

町の借金の返済費用

予算現額   6億4,268万円予算現額   6億4,268万円

執行済額   6億3,772万円 （執行率 99.2%）執行済額   6億3,772万円 （執行率 99.2%）

議会費、農林水産業費、商工費、消防費など
上記以外の費用
予算現額   9億3,314万円予算現額   9億3,314万円

執行済額   8億2,679万円 （執行率 88.6%）執行済額   8億2,679万円 （執行率 88.6%）

予算現額   1億5,347万円予算現額   1億5,347万円

収入済額   1億 （収入率 93.0%）収入済額   1億4,276万円 （収入率 93.0%）

予算現額 17億8,587万円予算現額 17億8,587万円

収入済額 18億 996万円 （収入率101.3%）収入済額 18億 996万円 （収入率101.3%）

使い道が特定され国や県から交付される
お金
予算現額 23億 549万円予算現額 23億 549万円

収入済額 18億5,692万円 （収入率 80.5%）収入済額 18億5,692万円 （収入率 80.5%）

予算現額 12億4,660万円予算現額 12億4,660万円

収入済額 10億7,160万円 （収入率 86.0%）収入済額 10億7,160万円 （収入率 86.0%）

地方自治体の行政サービスを一定に保つた
め国から交付されるお金
予算現額   6億2,700万円予算現額   6億2,700万円

収入済額   7億5,003万円 （収入率119.6%）収入済額   7億5,003万円 （収入率119.6%）

自動車取得税など国・県を経由して地方自
治体に配分されるお金
予算現額   7億1,425万円予算現額   7億1,425万円

収入済額   7億3,283万円 （収入率102.6%）収入済額   7億3,283万円 （収入率102.6%）

114億9,931万円 （収入率99.0％） 103億6,938万円 （執行率89.3％）収入済額
歳　　入 歳　　出

執行済額

◆一般会計 下半期のポイント◆　下半期では、石坂巻子記念子育て支援センターや西久保地区休憩施設が完成したほか、プレミア
ム付商品券の発行や町立小学校へのタブレットパソコン、防災行政無線補完システムの導入等を行いました。
　また、幼児教育・保育無償化の対応として、補正予算を計上しました。

自
　主
　財
　源

依

　存

　財

　源

令和元年度下半期（令和２年３月31日現在）の予算執行状況をお知らせします。

令和元年度 町の下半期  財政状況を報告!
● 一般会計の収入・執行状況 ●

予算現額 116億1,673万円
（当初予算額 108億5,100万円＋補正予算 7億6,573万円）

衛生債（ごみ処理施設など）
13億1,080万円

一般会計　82億4,995万円 特別会計　93億6,349万円

下水道事業債
93億6,349万円

教育債（学校整備など）
4億1,455万円

土木債（道路整備など）
8億5,351万円

その他（耐震事業など）
1億5,801万円

臨時財政対策債
55億1,308万円

問財政課　☎内線216・219

特別会計の収入・執行状況
会　計　名 当初予算額 補正予算額 予算現額 収入済額 収入率 執行済額 執行率

国民健康保険事業 38億6,900万円 1,783万円 38億8,683万円 36億1,839万円 93.1% 36億 103万円 92.6%

後 期 高 齢 者 医 療 9億8,900万円 182万円 9億9,082万円 9億7,709万円 98.6% 9億4,638万円 95.5%

介 護 保 険 事 業 30億5,700万円 2億3,939万円 32億9,639万円 29億9,443万円 90.8% 27億9,769万円 84.9%

下 水 道 事 業 14億5,500万円 4,834万円 15億 334万円 14億 964万円 93.8% 13億9,130万円 92.5%

町有財産の状況

項　　　目 平成30年度末
［A］

令和元年度末
［B］ 増減［B］－［A］ 主な増減理由

基　金
現　金 29億5,772万円 35億7,841万円 6億2,069万円 財政調整基金、公共施設整備基金及び本庁舎建設基金を積み立てたため。
有価証券 0 円 0 円 0 円 −
土　地 6億8,835万円 6億8,835万円 0 円 −

土　　　地 807,394 ㎡ 820,218 ㎡ 12,824 ㎡ 明治記念大磯邸園事業用地として取得したため。
建物（延床） 66,579 ㎡ 66,828 ㎡ 249 ㎡ 大磯町立茶屋町会館、石坂巻子記念子育て支援センターを新築したため。

全会計：176億1,344万円
� 【前年度同期比：13億72万円増】
� （町民１人当たり残高：56万5,785円）

町債（借金）の現在高
　一般会計では、近年、地方交付税の代替措置として借
り入れる臨時財政対策債が最も多くなっています。下水
道事業債は今後も残高が増える見込みですが、町全体で
事業の見直し等を図り、町債に頼らない財政構造へ転換
していくことに努めてまいります。

※人口は令和２年４月１日現在（31,131人）の値を用いて算出しています。

１人当たりに使われたお金 １人当たりの町税負担額

民生費
100,816円

固定資産税
76,942円

町民税
81,089円

土木費
71,034円

総務費
62,129円

衛生費
27,934円

公債費
20,485円

教育費
24,132円

その他
（議会費、消防費など）

26,559円
その他

（軽自動車税など）
2,604円

町たばこ税
4,320円

164,955円333,089円
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 お 知 ら せ

　来年度、幼稚園、小・中学校に入園・
入学予定のお子さんの就園・就学につ
いて、ことばの発達や集団生活の難し
さが気になる、食物アレルギーについ
てなど、不安のある保護者の方の相談
を受け付けています。

学校教育課　　☎内線３２５
　子育て支援課　☎内線３１８

　現況届は、毎年６月１日の状況を把
握し、６月以降の児童手当等を引き続
き受ける要件を満たしているかどうか、
確認するためのものです。
　対象者には６月上旬にお知らせを送
付しますので、必要書類を添付のうえ、
提出してください。（郵送可）

子育て支援課　☎内線３０５

　神奈川県は、令和元年中の二輪車乗
車中の交通事故による死者数が、全国
でワースト３位に入るなど、二輪車に
よる交通事故が多く、乗車中の交通事
故死亡率が３7％（全国平均１6％）と高い
傾向にあります。
・ ヘルメット・エアアバックジャケッ

トを着用しましょう
・ スピードを控え、急ハンドルや急ブ

レーキをかけないような運転を心掛
けましょう。 

・ 無理な追い越し、割り込み運転など
危険な運転は止めましょう。
町民課　☎内線２３7

就園・就学相談

児童手当現況届の
提出をお願いします

二輪車交通事故防止運動
暴走族追放運動　実施中

　翌年度発行を予定している小・中学
校教科書を展示します。

６月１２日（金）～７月１日（水）
９時～正午、１３時～１7時（平日）

平塚合同庁舎５階教科書センター
学校教育課　☎内線３２５

　台風１５号、１9号で半壊・一部損壊に
より罹災証明書が交付された住宅で、
屋根等の耐震性の向上に資する補修工
事をする方に、県が費用の一部を支援
します。
支援金額工事費の
２０％、上限３０万円
対象日常的に住ん
でいる住宅の所有
者で、自らの資力
では補修ができな
い方
対象工事次の全てに該当している場合
のみ対象①令和元年９月９日以降に着
手し、令和２年１２月１５日までに完了す
る工事（完了済工事も該当）②屋根補
修・外壁等補修で、耐震性向上に資す
る工事③補助対象になる工事に要する
費用が１０万円以上（税込み）

１２月２８日（月）
その他罹災証明書や被害状況が分かる
写真・施工業者が作成した見積書など
が必要です。必ず事前予約のうえ、窓
口までお越しください。窓口で書類審
査を行います。（郵送不可）
・ 都市計画課　☎内線２4２

教科書展示会

令和元年台風15号・19号被災住宅へ
の支援制度の受付期間延長

 募　　 　集

　大磯中学校・国府中学校では開かれ
た学校づくりの一環として、生徒とと
もに学ぶ聴講生を公募しています。

学校再開時より受入れ開始
大磯中学校・国府中学校
対象町在住の方

受入要領と申込書等は、両中学校の
ホームページからダウンロードできま
す。必要事項をご記入のうえ、各中学
校に提出してください。面接審査のう
え、決定をします。
・ 大磯中学校　☎（6１）００7３　　

国府中学校　☎（7１）０4１０　

 ス ポ ー ツ

９月６日（日）～　※毎週日曜日
大磯運動公園野球場
対象町在住または在勤のチーム
競技方法公認野球規定によるリーグ戦、
トーナメント戦、7イニング制

１チーム１５,０００円
代表者会議・抽選会７月１9日（日）９時
３０分～　生涯学習館

新規チームは６月３０日（火）まで
町体育協会野球部

ワダスポーツ　☎（6１）２4８８

町立中学校　聴講生の公募について

第69回 議長杯争奪野球大会

とき
ところ
費用
定員

持ち物
締切り
申込み
問合せ

大磯カイロプラクティック院

いつでもどこでも
「広報おおいそ」を
ご覧いただけます！

新型コロナウイルスの影響により、
イベントなどが中止になる場合があります

開催については、お問合せください。

気象情報
４月

最高気温 21.8度　最低気温 5.4度　平均気温 13.4度
総雨量 148.5mm

15 広報おおいそ　令和　年　月 防災行政無線で放送した内容を電話で確認できます。

防災行政無線ダイヤル 　　　　　　　　　 　 発
はっ

  災
さい

　　O I S O
☎ 0120（83）0150

　危機管理課　☎内線241
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会議開催のお知らせ
教育委員会定例会
　６月18日（木）９時30分～
　保健センター１階　保健指導室

問学校教育課　☎内線328

農業委員会総会
　６月25日（木）13時30分～
　役場本庁舎４階　第２委員会室

問農業委員会　☎内線358

相　談　名 相　談　内　容　等 と　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課
行 政 相 談 国の行政機関の業務全般に及ぶ要望や苦情 １１日（木） １３時～１6時

（受付１５時３０分まで）
福祉センター

「さざれ石」
※法律相談の予約は
　毎月1日からです。
　（1日が土・日・祝の場合は、
　翌日または翌々日）
※駐車場利用不可

町民課
☎（6１）4１００
内線２67

人 権 相 談 憲法で保障されている人権への侵害に関する相談 １８日（木）

法 律 相 談 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、
日常生活の中の法律的な問題

１１日（木）、１８日（木）１３時～１6時
（予約制１回30分以内）

消 費 生 活 相 談
物品、サービス等の契約に関するトラブル、
解約手続き、商品や訪問販売に関する苦情等

（当分の間、電話相談のみ）

月～金　９時３０分～１6時
（受付１５時３０分まで）

平塚市消費生活センター
☎（２１）7５３０　

月～金　９時３０分～１6時３０分 かながわ中央消費生活センター
☎０4５（３１１）０999土日祝　９時３０分～１6時３０分

教 育 相 談 不登校・いじめ等　電話・来所相談（予約制）
対象…児童・生徒と保護者

毎週月曜日～金曜日
９時～正午/１３時～１6時３０分

教育研究所 教育相談窓口
☎（6０）３67０

こころの健康相談
心の悩みや病気でお困りの方やご家族を対象
として精神科医による相談または家庭訪問を
実施します

お問合せください。
１０日（水）、１6日（火）、２6日（金）
１３時３０分～１6時３０分（予約制） 平塚保健福祉事務所

☎（３２）9５46　
もの忘れ・認知症相談 認知症の治療や対応の仕方について専門医に

よる相談または家庭訪問を実施します
お問合せください。
１7日（水）１３時３０分～１6時３０分
（予約制）

児 童 虐 待 相 談 児童虐待に関する相談 毎週月曜日～金曜日
８時３０分～１7時１５分

児童虐待相談ホットライン　☎（7０）１０6５
高齢者総合相談 高齢者に関する相談 地域包括支援センター　☎（6１）9966

障がい者虐待相談 障がい者虐待に関する相談
毎週月曜日～土曜日
８時３０分～１7時１５分 障害福祉センター　☎（7３）4５３０

日曜・祝日・夜間【１7時１５分～
８時３０分】 大磯町役場　☎（6１）4１００

※祝日及び年末年始は相談を実施していません。また、かながわ中央消費生活センターは、休館日がございます。詳しくは電話にてお問合せください。
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６月の「おあしす24健康
おおいぞ」はお休みです。
７月から
スタート
します。



14広報おおいそ　令和　年　月

 お 知 ら せ

　来年度、幼稚園、小・中学校に入園・
入学予定のお子さんの就園・就学につ
いて、ことばの発達や集団生活の難し
さが気になる、食物アレルギーについ
てなど、不安のある保護者の方の相談
を受け付けています。

学校教育課　　☎内線３２５
　子育て支援課　☎内線３１８

　現況届は、毎年６月１日の状況を把
握し、６月以降の児童手当等を引き続
き受ける要件を満たしているかどうか、
確認するためのものです。
　対象者には６月上旬にお知らせを送
付しますので、必要書類を添付のうえ、
提出してください。（郵送可）

子育て支援課　☎内線３０５

　神奈川県は、令和元年中の二輪車乗
車中の交通事故による死者数が、全国
でワースト３位に入るなど、二輪車に
よる交通事故が多く、乗車中の交通事
故死亡率が３7％（全国平均１6％）と高い
傾向にあります。
・ ヘルメット・エアアバックジャケッ

トを着用しましょう
・ スピードを控え、急ハンドルや急ブ

レーキをかけないような運転を心掛
けましょう。 

・ 無理な追い越し、割り込み運転など
危険な運転は止めましょう。
町民課　☎内線２３7

就園・就学相談

児童手当現況届の
提出をお願いします

二輪車交通事故防止運動
暴走族追放運動　実施中

　翌年度発行を予定している小・中学
校教科書を展示します。

６月１２日（金）～７月１日（水）
９時～正午、１３時～１7時（平日）

平塚合同庁舎５階教科書センター
学校教育課　☎内線３２５

　台風１５号、１9号で半壊・一部損壊に
より罹災証明書が交付された住宅で、
屋根等の耐震性の向上に資する補修工
事をする方に、県が費用の一部を支援
します。
支援金額工事費の
２０％、上限３０万円
対象日常的に住ん
でいる住宅の所有
者で、自らの資力
では補修ができな
い方
対象工事次の全てに該当している場合
のみ対象①令和元年９月９日以降に着
手し、令和２年１２月１５日までに完了す
る工事（完了済工事も該当）②屋根補
修・外壁等補修で、耐震性向上に資す
る工事③補助対象になる工事に要する
費用が１０万円以上（税込み）

１２月２８日（月）
その他罹災証明書や被害状況が分かる
写真・施工業者が作成した見積書など
が必要です。必ず事前予約のうえ、窓
口までお越しください。窓口で書類審
査を行います。（郵送不可）
・ 都市計画課　☎内線２4２

教科書展示会

令和元年台風15号・19号被災住宅へ
の支援制度の受付期間延長

 募　　 　集

　大磯中学校・国府中学校では開かれ
た学校づくりの一環として、生徒とと
もに学ぶ聴講生を公募しています。

学校再開時より受入れ開始
大磯中学校・国府中学校
対象町在住の方

受入要領と申込書等は、両中学校の
ホームページからダウンロードできま
す。必要事項をご記入のうえ、各中学
校に提出してください。面接審査のう
え、決定をします。
・ 大磯中学校　☎（6１）００7３　　

国府中学校　☎（7１）０4１０　

 ス ポ ー ツ

９月６日（日）～　※毎週日曜日
大磯運動公園野球場
対象町在住または在勤のチーム
競技方法公認野球規定によるリーグ戦、
トーナメント戦、7イニング制

１チーム１５,０００円
代表者会議・抽選会７月１9日（日）９時
３０分～　生涯学習館

新規チームは６月３０日（火）まで
町体育協会野球部

ワダスポーツ　☎（6１）２4８８

町立中学校　聴講生の公募について

第69回 議長杯争奪野球大会

とき
ところ
費用
定員

持ち物
締切り
申込み
問合せ

大磯カイロプラクティック院

いつでもどこでも
「広報おおいそ」を
ご覧いただけます！

新型コロナウイルスの影響により、
イベントなどが中止になる場合があります

開催については、お問合せください。

気象情報
４月

最高気温 21.8度　最低気温 5.4度　平均気温 13.4度
総雨量 148.5mm

15 広報おおいそ　令和　年　月 防災行政無線で放送した内容を電話で確認できます。

防災行政無線ダイヤル 　　　　　　　　　 　 発
はっ

  災
さい

　　O I S O
☎ 0120（83）0150

　危機管理課　☎内線241
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会議開催のお知らせ
教育委員会定例会
　６月18日（木）９時30分～
　保健センター１階　保健指導室

問学校教育課　☎内線328

農業委員会総会
　６月25日（木）13時30分～
　役場本庁舎４階　第２委員会室

問農業委員会　☎内線358

相　談　名 相　談　内　容　等 と　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課
行 政 相 談 国の行政機関の業務全般に及ぶ要望や苦情 １１日（木） １３時～１6時

（受付１５時３０分まで）
福祉センター

「さざれ石」
※法律相談の予約は
　毎月1日からです。
　（1日が土・日・祝の場合は、
　翌日または翌々日）
※駐車場利用不可

町民課
☎（6１）4１００
内線２67

人 権 相 談 憲法で保障されている人権への侵害に関する相談 １８日（木）

法 律 相 談 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、
日常生活の中の法律的な問題

１１日（木）、１８日（木）１３時～１6時
（予約制１回30分以内）

消 費 生 活 相 談
物品、サービス等の契約に関するトラブル、
解約手続き、商品や訪問販売に関する苦情等

（当分の間、電話相談のみ）

月～金　９時３０分～１6時
（受付１５時３０分まで）

平塚市消費生活センター
☎（２１）7５３０　

月～金　９時３０分～１6時３０分 かながわ中央消費生活センター
☎０4５（３１１）０999土日祝　９時３０分～１6時３０分

教 育 相 談 不登校・いじめ等　電話・来所相談（予約制）
対象…児童・生徒と保護者

毎週月曜日～金曜日
９時～正午/１３時～１6時３０分

教育研究所 教育相談窓口
☎（6０）３67０

こころの健康相談
心の悩みや病気でお困りの方やご家族を対象
として精神科医による相談または家庭訪問を
実施します

お問合せください。
１０日（水）、１6日（火）、２6日（金）
１３時３０分～１6時３０分（予約制） 平塚保健福祉事務所

☎（３２）9５46　
もの忘れ・認知症相談 認知症の治療や対応の仕方について専門医に

よる相談または家庭訪問を実施します
お問合せください。
１7日（水）１３時３０分～１6時３０分
（予約制）

児 童 虐 待 相 談 児童虐待に関する相談 毎週月曜日～金曜日
８時３０分～１7時１５分

児童虐待相談ホットライン　☎（7０）１０6５
高齢者総合相談 高齢者に関する相談 地域包括支援センター　☎（6１）9966

障がい者虐待相談 障がい者虐待に関する相談
毎週月曜日～土曜日
８時３０分～１7時１５分 障害福祉センター　☎（7３）4５３０

日曜・祝日・夜間【１7時１５分～
８時３０分】 大磯町役場　☎（6１）4１００

※祝日及び年末年始は相談を実施していません。また、かながわ中央消費生活センターは、休館日がございます。詳しくは電話にてお問合せください。

（
評
）
全
校
生
徒
が
五
人
と
な
り
、
廃
校
が

決
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
歩
い
て

通
っ
た
学
校
か
ら
、
バ
ス
に
乗
っ
て
よ
そ
の

町
へ
と
向
か
い
ま
す
。
五
人
は
い
か
に
も

少
な
い
け
れ
ど
、
き
っ
と
仲
が
良
い
こ
と

で
し
ょ
う
。
ま
た
、「
バ
ス
」
で
行
く
遠
い

「
ま
ち
」
は
、
過
疎
に
な
っ
た
ひ
な
び
た
地

元
の
村
を
思
わ
せ
ま
す
。
事
実
の
切
り
取
り

方
が
、
現
代
の
「
あ
わ
れ
」
を
際
立
た
せ
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
の
経
験
か
ら
、
寂

し
い
人
た
ち
へ
の
思
い
や
り
の
心
を
は
ぐ
く

ん
で
く
れ
た
ら
、
と
思
い
ま
す
。

（
西
行
祭
選
者 

柳 

宣
宏
）

問
産
業
観
光
課
　
☎
内
線
３
３
４
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中　　止

【
情
報
公
開
制
度
】

▼
公
開
請
求
件
数
　
１
１
１
件

▼
主
な
請
求
内
容

　
工
事
設
計
・
積
算
書
な
ど

▼
公
開
請
求
に
対
す
る
決
定
の
状
況

・
公
開
　
　
　
　
　
64
件

・
一
部
公
開
　
　
　
40
件

・
非
公
開
　
　
　
　
５
件

・
不
存
在
　
　
　
　
14
件

・
存
否
応
答
拒
否
　
０
件

・
取
下
げ
　
　
　
　
１
件

▼
審
査
請
求
　
　
　
１
件

【
個
人
情
報
保
護
制
度
】

▼
開
示
請
求
件
数
　
11
件

▼
開
示
請
求
に
対
す
る
決
定
の
状
況

（
簡
易
開
示
請
求
を
除
く
。）

・
開
示
　
　
　
　
　
３
件

・
一
部
開
示
　
　
　
７
件

・
不
開
示
　
　
　
　
０
件

・
不
存
在
　
　
　
　
１
件

▼
簡
易
開
示
請
求
件
数
　
14
件

※
１
件
の
請
求
に
対
し
、
複
数
の
決

定
を
行
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
決

定
件
数
の
合
計
は
請
求
件
数
と
一
致

し
ま
せ
ん
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
本
庁
舎
及
び
国

府
支
所
１
階
の
町
民
情
報
コ
ー
ナ
ー

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

て
い
ま
す
。

問
総
務
課
　
☎
内
線
２
１
２

令
和
元
年
度
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

日
と
曜
日
が
合
っ
て
い
な
い
部
分
マ
ゼ
ン
タ
に
し
て
あ
り
ま

す
。
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

６月の「おあしす24健康
おおいぞ」はお休みです。
７月から
スタート
します。
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大
磯

町
役

場
発

行
政

策
課

編
集

〒
255-8555

神
奈

川
県

中
郡

大
磯

町
東

小
磯

183番
地

☎
0463-61-4100

FAX0463-61-1991
http://w

w
w

.tow
n.oiso.kanagaw

a.jp/ 町の人口と世帯
５月１日現在

人口 31,161（＋30） 男 15,223（＋19） 女 15,938（＋11）
世帯 12,701（＋42）　（　）は前月比

わが家のアイドル

問政策課 ☎内線206　koho@town.oiso.kanagawa.jp

中学校２年生の
作品（応募当時）

Oisoレシピ Vol.
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問スポーツ健康課 ☎内線319

作 り 方
① �トマトのヘタと反対側に十字の切り込みを入れる。
② �①を沸騰した湯に入れ、皮がめくれてきたら冷水
につけ、皮をむく。

③ �オレンジとレモンを薄く輪切りにする。
④ �残ったレモンをしぼり、ハチミツと混ぜる。
⑤ �②、③をビンにきれいに入れる。
⑥ �⑤に④を加え、冷蔵庫に入れて味をしみ込ませる。

作 り 方
① �じゃがいもは皮をむいて一口大に切り、耐熱皿に入
れてふんわりラップをかけ、電子レンジ600Wで5
分ほど加熱する。

② �長ねぎは斜め薄切り、しめじは石づきを落としてほ
ぐす、ミニトマトはヘタをとり半分に切る。

③ �さば缶は身と汁に分ける。
④ �大きめに切ったアルミホイルを2枚重ねて広げ、長
ねぎ、じゃがいも、さばの身、しめじ、ミニトマト
の順に置き、さば缶の汁大さじ１を全体にかけて包
む。

⑤ �フライパンに薄く水を張り、④を並べ、ふたをする。
⑥ �中火で5分ほど加熱し、さばが温まり、野菜に火が
通ったら完成。

材 料（４〜５人分）
レモン汁� 100ｇ
ハチミツ� 100ｇ
レモン�1 個
オレンジ�1 個
トマト�1 袋

材 料（２人分）
さば味噌煮缶� １缶（190ｇ）
じゃがいも� 中１個（150ｇ）
長ねぎ� 1/2本 （40ｇ）
しめじ� 1/2パック （40ｇ）
ミニトマト� ４個　　　　

トマトのレモン漬け
さば缶のホイル焼き

トマトとハチミツは大磯でとれたもの
です。
いつもお弁当に入れてもらっていて、
すごくおいしいです。

下処理に手間がかかる魚も、缶詰で簡単調理！
缶詰や根菜類を備蓄しておくと、買い物に行けな
い時や災害時にも役立ちます。
家庭の備蓄食材もこの機会に見直してみませんか。

多
た

田
だ

穏
のど

花
か
ちゃん（３歳）

とにかくおてんばでおしゃべり！
最近はなぜなぜ期に突入し、なん
で～？と質問攻めの毎日です

奥
おく

谷
たに

暁
あき

仁
と
くん（２歳）

食べるの大好き！なんでも食べるよ！
お庭でピクニックごっこ

辻
つじ

絢
あや

仁
ひと
くん（２歳）

うちの暴れん坊将軍さん、
元気に育ってね！

お す す め ア レ ン ジ レ シ ピ
そのまま食べたり、汁を炭酸水で割って飲んだりす
ることもできます。

みんなでつくろう！
いそさぽルームランチのレシピをご紹介！

16広報おおいそ　令和　年　月

見やすいユニバーサルデザインフォントを
採用しています。




